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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS








はじっこの少女。Sunny Side Girl

きみがあるく塀のうえ。Everything But The Girl

彼女の風景。END OF THE WORLD GIRLY SENTIMENTALISM(NORTH MARINE DRIVE)

言この花は。It's a girl in everlasting scene / momo extra.6

らくがき。
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花の環について。

intro: All About My Girl［Upper］






　瞬しゆん間かん。刻ときの中。

　目覚めるように、眠るように、声がする。




　名前を呼ばれた気がした。

　風にたゆたって咲く花びら。

　真っ白い花。

　振り返ると其そ処こは、灰色の街。

　迷い人の園。

　虚無と現実の果て。

　名前を呼ばれた気がした。

　白い花の少女は、導みちびかれるようにして、灰色の景色の中を進む。自分さえも見失いそうな其処で、少女は胸に抱いた黒猫をしっかりと放さぬよう。

　古い館やかたの奥の方、少女を呼ぶ声。

　白い花を呼ぶ音。




　──来たれ、白き花よ。永と久わに枯れぬ花よ。

　──見付けておくれ。

　──この、散りゆく花の音を。




　そして、少女は、扉とびらを開いた。

　奥の奥の方。待っている。




　何を知る？

　何を知ろうとしている？




　真っ白い花。




　描いた絵。




　枯かれ逝ゆく花の声を聴きいた。




　少女は、自分の果てを見付けようとしていた。
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　　　　♪




少女は、自分を不幸だと思ったことがない。




それは、死んでしまってからも──







　　　　♪




　夕暮れの景色は、いつもと変わらず虚うつろっていて、誰だれかの帰り道は赫あかく染そまる。

　九月を過ぎても夏は続き、暑さはいまだに都市の温度を上げていた。

　長い影かげと茜あかね色いろ。

　少女の見下ろす世界。

　変わらないモノを変える世界。

　カタチの変わる世界。

　イノチの終わりを告つげる世界。

　卑ひ屈くつに笑って、真っ白に消える。退屈に咲いて、真っ黒に朽くちる。

　熱ねつにうなされたまま、今日きようを生きる、今。セカイ。いつか見た風景画のヒカリとキセキ。

　赫、青、目を閉じた瞬しゆん間かん。

　少女は六階に立っていた。

　そのマンションの周囲に、背の高い建築物はなく、そこはとても見晴らしのいい場所だった。

　そして、いつものように、あの音が聞こえてくる。古びたレコードのノイズ、ちちち、と乾いた音を鳴らす。

　嗄かれた喉のどで唄うたう歌は、哀かなしみや、うれしさや、やさしさや、あたたかさと、冷たさと、憎しみを愛す、遠い記き憶おく。

　曖あい昧まいな確たしかさをもって、そこに鳴るメロディは、夕ゆう陽ひに溶ける魔ま法ほうのようだった。

　少女が立つ六階にある部屋で、──〝彼〟は毎日、ほぼ同じ時間にやってきては、年ねん季きの入った木もく目めのターンテーブルで、レコードに針を落とす。

　少女は、彼が鳴らすその古ぼけた音に耳を傾けながら話をする。

「そうね。きっとそうだわ。わたしは、見えるモノしか信じられなかったのだと思う」

　少女は言った。

「たぶん、それが本当なんだよ。噓うそばかり信じているから、本当が判わからなくなるだけさ」

　彼は、ベッドに仰あお向むけに寝そべりながら、真っ白い部屋の天てん井じように向かって口を開く。

「見えるモノ、見えないモノ。今になって、それが判るなんて……。構かまわないけれど」

　彼は、言葉を続ける。

「笑ってしまえばいい。イメージの違いに気付かないヤツらなんて、いくらでもいる。眺める景色がいいかげんなんだ。うるさいだけだよ」

「このレコードは、なんだかとても懐なつかしいの。聴きいたことがないはずなのにね。不ふ思し議ぎだわ。あ、でも、こういうことを──感じる。ということの方が、わたしには不思議かも」

　少女は、彼に言う。

　しかし彼には、その声が聞こえているようで、届いていない。うわごとを言うようにつぶやき、天てん井じようを見つめる。

　そう。いつでもふたりの会話は嚙かみ合わないままだった。

　彼が勝手に喋しやべることに、少女が言葉を重ねるだけ。

　彼が彼女の言葉を聞くことはない。

　少女が彼に向かって、言葉を投げても返ってこない。

　決して、交わることがない言葉たちを落とす。

　そうやって、ふたりの会話は続く。

　陽ひが落ちるまで続く。

　でも、少女はいいと思っていた。

　それで、構かまわない。

　古ぼけたレコードの音、それだけが確たしかなモノに思えるから。




　少女の声は、永遠に届くことはない。




　　　　♪




　少女は──戸と叶かの理り沙さは、自分のことを不幸だと思ったことがなかった。

　これまでの毎日に、特に疑問を持つこともなかったし、自分の置かれた状況というモノが、それ以上でもそれ以下でもないと考えていた。

　だから、そこから抜け出したいだの、何ど処こか遠くへ行ってしまいたいだの、少しも思わなかった。

　まだ理沙は十四歳さいだったが、これが現実で、日々である以上、その中で生きていくのが当然だろうと、確かく信しんめいたモノを持っていた。

　だとしたら、これも現実だ。六階から見下ろす、世界。

　自分の立っている場所。

　おそらく、世界のずっとはじっこの方。

　きっと、誰だれの声も聞こえない。ずっとはじっこの方。

　夕暮れのひこうきぐも。

　明日あしたは、雨かと訊たずねてみれば、何処からか嗄かれたレコードの音が聴きこえてくる。

　少女は、六階に立っている。

　階段の上。

　手すりのあっち側。

　ここからは、街がよく見える。

　理り沙さの住んでいた街。

　とても小さなところだと思っていたが、この六階から見下ろすと、ずいぶん広いんだなと感心してしまう。

　でも、景色が見せるこの簡かん単たんな事実を知らないひとは、たくさんいるだろう。

　窮きゆう屈くつすぎて、こんな街から早く出てしまいたいと思っているだろう。

　そういえば、クラスで席が近かったあの娘こは、「こんなアパートやマンションだらけのベッドタウンなんか、おもしろくもなんともないじゃない。デパートも映画館も少ないし、たいくつすぎる」と頰ほおをうっすら紅あかくして、本気で言っていた。

　そのとき、理沙は、ふうん、と簡単にうなずいたけれど、実際のところ、彼女の気持ちを欠片かけらほども理解していなかった。

　この街を出ようと思えば、今すぐにでも出られる。切符一枚買って、電車に三十分も揺ゆられれば、おそらく彼女が望む都会というやつに到着だ。

　簡単なことだろう。

　スポーツバッグにでも、何枚かの服を詰め込んで、それと大好きなＣＤを一枚持っていけばそれでいい。

　そのメロディを口ずさめば、なんだってできるはずだ。

　ただ、口に出して言っているだけじゃ。何にもならないんだ。

　理沙には、街を抜け出すだの、そんな考えはない。

　その前に、やること、やれることがたくさんある。そんなことすぐ判わかる。

　あのとき彼女が理沙に言っていたのは、幻想みたいなモノじゃないだろうか。

　彼女が見ているモノが幻まぼろしだと彼女自身も知っている。そう。だから、彼女はいつだって口に出すだけ。

　行動は起こさない。

　それを行動にするには、時間が必要だから。

　──オトナになったら。

　でも、今の気持ちは、きっと変わってしまう。

　忘れることはないだろう。日々、気持ちは大きくなっていくだろう。

　でも、今のこの、心の中で鳴なり響ひびいている気持ちは、明あ日すには姿を変えて、別のモノになってしまう。

　今の気持ちは、今じゃないとダメなんだ。

　ひどく曖あい昧まいだけれど、それは確たしか。

　彼女は、やがて、ここを出る。

　そのとき、気付く。気付いてしまう。

　何ど処こに行っても何も変わらないこと。

　自分は、自分でしかない。

　それ以上の何でもなくて、理屈に埋もれていってしまうんだろう。

　理り沙さは、そう思っている。

　今でもそれは変わらない。

　自分をよく知っているからだ。

　この世界に、この街に生まれて、この自分も、あの自分も、その自分も、どの自分も認めている。

　ここは、世界のはじっこ。

　誰だれの声も届かない場所。

　だからね。

　せめて、自分の声は、自分自身に届きますよう。願ねがっているんです。

　そうやって理沙は、与えられた範はん囲いの、曖あい昧まいな自分の居場所を見付けては、生きてきた。

　はじっこのすみっこで。

　誰だっておんなじでしょう？

　気付いていないの？

　少女は、六階に立っている。

　踊り場の隅。

　ベランダの向こう。

「──そう？　案外みんな判わかってるんじゃない？」

　不意に、理沙のすぐ近くで声が鳴った。

　耳の奥で響ひびく、すごくオトナびているようで、ひどく幼いような不ふ思し議ぎな声に、理沙は目をぱちぱちと数回瞬まばたかせた。

　そこに、女の子がいた。

　透すき通りそうに白い肌。黒目がちな瞳ひとみ。夕ゆう陽ひの色よりも鮮あざやかに映はえる赫あかい靴くつ。真っ白いワンピース、そして、長く美しい、真っ白い髪の毛。

　その細い指がからめ持つ鈍にび色いろの大きな鎌かま。

　白い女の子は、少し背の高い理沙を見上げながら、少し笑っているようにも見えた。

　女の子の髪の間から、ひょっこり黒い猫が顔を覗のぞかせた。

　黒猫は、ちょこんと器用に女の子の華きや奢しやな肩に乗り、バツの悪そうに大きな黄こ金がね色いろの瞳をあちらこちらに向ける。

　それから、女の子の耳元で何かをささやいたようだった。

　するとその女の子は、

「大丈夫だって、ダニエル。そんなことはないから。平気、平気」

　まるで猫と話ができるような口振りで、軽く言ってみせた。

　と、ダニエルという名の黒猫は、やれやれといった風ふうに、ため息をつく。

　猫の仕し草ぐさが、やけに人間クサくてコミカルに思えた。

　理り沙さは、くすりと笑いそうになった。

　いや、笑ってしまった。

　くりっとした黒猫の瞳ひとみが、理沙をとらえる。

　じっと見て、するりと女の子の肩から降りるやいなや、

「なに笑ってるんだよぉ」

　少年のようなかわいらしい声で、黒猫が理沙にそう言ってきた。

　驚おどろいて、理沙は声も出ず、ただ黒猫の大きな瞳を見つめ返してしまった。

「こら、ダニエル」

　女の子が言うと、黒猫は、

「でもさ。わっ」

　何か言いかけるが、女の子に抱き上げられ、言葉を飲み込んでしまった。

　黒猫を抱えながら、白い少女は理沙に向き直る。

「──たぶん、みんな判わかってるんじゃない？　だから、必死でもがいて、懸けん命めいに歩いていくんだと思うけど」

「え？」

　女の子の科白せりふはあまりに突然だったため、左の耳から入って、そのまま右から出てしまった。

「さっきの話。……ま、いいけどさ。結局、あたしはあたしで、あなたはあなたってこと──あなたもそう思ってるんでしょ？」

　女の子は笑っているようで、けれどその視し線せんはしっかりと理沙を見ていた。

　その科白は、言葉通りではなく別の意味を求め、問うているようだった。

　しかし、白い少女はすぐに視線を外した。

「時間か……」

「？」

　理沙が訊きくまでもなく、それは鳴った。

　彼のかけるレコードの音が、いつものように夕焼けに溶けていく。

「え……っ」

　気が付けば、女の子の姿も、いっしょにいた黒猫の姿もそこから消えていた。

「…………」

　茜あかね色いろに染そまる街。

　鳴る、部屋。

　欝うつる、そら。

　絡からみ合う、いくつかのメロディ。

　鳴る。

　街に贈おくる。

　君、おくる。




　そして、吸い込まれるように少女は、彼のいる部屋に導みちびかれる。




　嚙かみ合わない会話をはじめよう。




　　　　♪




「──母マ親マは、十五歳さいでわたしを生んだの」

　あいかわらず彼の部屋には、古クサい曲が流れていた。

　この曲には、そのポップ感とは別の部分に妙な虚無感があった。

　六階の少女。理り沙さは理沙で彼の言葉に言葉を重ね、彼は彼で、そんな彼女に気を遣つかうことなどない。勝手に空想にふけるように天てん井じように向けて、科白せりふを吐き出す。

「僕の想おもいは、おそらく伝わることがないんだ。それでもいいと思っていた。けど、駄だ目めなんだ。心しん臓ぞうをえぐり取られるような気持ちになる。どうすればいいかなんて、判わからないさ──」

「父パ親パは、本当の父親じゃないの。本当の父親は、今何ど処こで何をしているのか知らない」

「そんなの苦しいだけだろう……。いっそのこと……失なくなってしまえばいいんだ……。そう思って……。しかし、それは、悪あくか……」

「ママは、わたしがお腹なかにいたころ、すごく荒れていて、たくさん悪いこともやって、たくさんの人と関係を持ったらしくて。そんな中に、パパがいたの。パパは、気弱そうに見えるけど、とってもやさしいひとで、ずっとママのことを気にかけていたわ」

「この平凡な……日常は、いつもそうだ。失くなってから気付くんだ。そのくだらなさや、その重さに……」

「ママは、わたしがお腹にいることに気付いて、噓うそをついたの。きっと怖くなったんだと思うの。わたしという存在の重さや、自分の心の弱さ、その暗くら闇やみに怯おびえる自分自身。だから、噓をついたの。父親が誰だれかなんて、判らなかった。たまたまそこにパパがいたから、やさしい顔で、やさしい声で、やさしい手で、ママを抱きとめてくれたから」

　少女は、いつか聞いた母親からの思い出を話す。

　彼は、胸に秘めた想いを話す。

　ふたりの会話はいつも嚙み合わない。

　けれど、ターンテーブルを廻まわるレコードから鳴るＢＧＭには、妙にしっくりときていた。

　そのＢＧＭに合わせて、ふたりは交互にボーカルを取っているようだった。

　別々の歌を、ひとつにするためにレコードは鳴っている。

「パパは、わたしが自分の子供じゃないって知っているの。ママは、Ｂ型で、パパはＯ型。わたしは、Ａ型。おじいちゃんやおばあちゃんにさかのぼってみてもＡ型の子供が生まれてくる可能性はほとんどない。わたしもパパも判わかっているの。それを知らないのは、ママだけ」

「考えて判るなら、いくらでも考えていたよ。けれど、心がそれを許さなかった……」

「パパは、わたしを愛していてくれたと思う。本当の娘だと思っていてくれたと思う。だって、弟が生まれてからも、パパはずっと何も変わらなかった。そして、ママがお酒をたくさん吞のんで、わたしをぶつようになった。けど、そのとき助けてくれたのは、やっぱりパパだった。わたしは、自分を不幸だとは思ったことがないの。それは──」

「誰だれかを想おもって目を閉じることは、不幸そのものなのかもしれない」

　レコードの音が急に、ぶつり、と飛んだ。

　古いレコードだったため、カタチが歪ゆがんでいたようだ。

　もうすぐ陽ひが沈む。

　彼女は、言った。

「それは──わたしが、死んでしまってからも」

　自分が死んだときも不幸だとは思わなかった。

　死んでしまったクセに、誰かを好きになるまでは。
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　また、夕暮れがきて、真っ白い女の子に出で逢あった。




　──リン。




　　　　♪




　真っ白い姿をした女の子は、モモと名乗った。そして、死を司つかさどる者──死神だと言った。

　仕つかえ魔まの黒猫ダニエルは、前と同じようにバツの悪そうな顔で、視し線せんを合わせない。

「──あなたは、もう死んでる」

「知っているわ」

　モモの言葉に、理り沙さは簡かん単たんにうなずいた。

「そう。じゃあ、なんで此こ処こにいるの？」

　モモも簡単に訊きいてきた。

　しかし、理沙は返答に困った。

　理由？

　それは、なに？

　自分自身に問う。

　答えは、見えない。

　ヒカリを照らすはずの太陽を分厚い雲が隠かくしてしまっているよう。

「どうして死んだはずのあなたが、ここにいるの？　地上にとどまるっていうのは、ひどく未練があるか、強い気持ちを残したままだから。あなたは、どう？」

「………………っ」

　やはり、理沙は答えられなかった。

　何な故ぜなら、理沙は自分を不幸だと思ったことがない。

　未練などないはず。

　それなのに──

「変わってしまう物事の中で、変わらずにいられるのは、自分だけ。あなたは、あなた。それは変わらないんだと思うよ」

　モモは、理沙の答えを受け取ることなく。

　消えた。

　モモの肩に乗ったダニエルが、「またモモってば、ワケ判わかんないこと言ってるし……」とか言いながら、頭こうべを垂たれていた。

　でもそれも残ざん像ぞうのように、モモもダニエルもその場からいなくなってしまった。

　六階のそこには、理り沙さだけになった。




　そこは、六階だ。

　──何ど処こでもない。

　夕暮れになると、理沙は、六階にいた。

　そこは、階段の上。

　そこは、踊り場の隅。

　そこは、手すりのあっち側。

　そこは、ベランダの向こう。

　そこは、六階のどっか。

　いつか六階のそこで彼を待つようになっていた。

　彼のかけるレコードの音を待つようになっていた。

　そして、いつものように、あの音が聴きこえてくる。古びたレコードのノイズが、ちちち、と乾いた音を鳴らす──

　彼は、六階の一角にある部屋の住人で、よく古いレコードをかけていた。

　一番最初に聴いた曲が、印象に残っている。ずっと以前、理沙はテレビのオールディーズの特集か何かでその音を耳にしていた。

　聴こえてくる音数も少なく、籠こもったような音ばかり。

　でも、デジタルの音になれた理沙には、それが真新しいモノのように感じられた。

　そして、その音に導みちびかれるようにして少女は、彼に出で逢あった。

　彼は、いつもレコードをかけながら、天てん井じように向かって、詩うたを詠うたうように話をしていた。

　理沙は、最初彼を見たときから、強烈に惹ひき付けられてしまった。

　なんだろう。この気持ちは？

　なんだろう。胸のざわめきは？

　彼の視し線せんやしぐさや苦しそうに何かを必死に想おもっている表情を見ていると、今はあるはずのない感情が蘇よみがえるようだった。

　彼には、好きな誰だれかがいるみたいだ。

　なのに、いつの間にか、彼女は、彼が好きになっていた。

　どうしてだろう。死んでから人を好きになるなんて。

　感情って、いったいなんだろう。

　身体からだを失っても持っているモノだろうか。

　これはなんだろう。

　好きという気持ちはなんだろう。

　特別ではない、特別。

　これはなんだろう。

　死んでしまったわたしが持っているモノ。

　これは、いったいなんだろう。




　レコードが鳴る。

　彼は、詩うたを詠うたうように、理り沙さに話しかける。

　いや。自分自身に話しかけている。

　心の奥の自分自身に話をしている。

　彼の強い強い想おもいに、理沙は惹ひかれた。

　誰だれかを想って、心を締しめ付けるその痛みに耐える表情は、愛いとおしくもあった。

　彼の言葉は理沙に届くが、理沙の言葉は彼には届かない。彼女が、彼の言葉を一方的に聞いたり、受け取ったりして、返しているだけ。返事は彼に届くことはない。

　そして、古びたレコードのノイズ。

　その時間が理沙は何な故ぜだか好きだった。

　けれど、この〝感情〟はいったいなんだ。

　死んでしまった。

　肉体はない。

　だったら、感情なんてモノは何ど処こにあるというんだ。

　この感情は、真実だろうか、噓うそだろうか。

　この六階から見える景色も、嗄かれたノイズも──わたしはいったい何なのだろう。

　想いはここにあるのに、わたしはいない。

　わたしはここにいるのに、わたしはいない。

　わたしはいないのに、想いは此こ処こにある。

「その目はわたしを見ていないのね」

　彼女は、そっと彼を想う。




　　　　♪




　九月の夏風。

　温さと、切なさのはじっこを持って緩ゆるやかに、通りを歩くひとの髪の毛を揺ゆらす。

　少し汗ばんだ身体からだを乾かす。

　夕暮れが訪れると、理沙は六階に現れる。

　それまでは──何処にもいない。

　まるで決まった時間に点ともる街灯のようだった。

　そして虚うつろにさまよって、今、彼女は、彼の部屋のベランダに立っていた。

　今日きようは、あの真っ白い女の子は現れなかった。

　あの大きな目の黒猫もいない。

　風が吹ふいて、建物の間をすり抜けていった。

　ヒュー、という音が歌のコーラスのように聞こえる。

　街は、いつの間にか失った自分のはじっこに気付かないで、ずっと歌を唄うたっている。

　それが、此こ処こなのか、何ど処こなのか。

　それが、此処にあるのか、何処にあるのか。

　誰だれもきっと判わからない。

　それに気付かずに、ずっと歌を唄い続ける。

　そうだ。

　彼の部屋から聞こえてくるレコードの音は、きっとそんな歌ばかりなんだ。

　期待をして、手を伸ばして、届かなくて。

　昨日きのうをすべて忘れたフリして、言いい訳わけと意味のない繰くり返し。

　この曲たちは、そんなひとたちを不意に振り向かせるために、流れているんだ。

　だから、わたしも──




　いつもの時間、鳴りはじめるレコード。

　しかしその日、そのとき、一いつ瞬しゆん、音はかき消された。

　ベランダの向こう、赤いヒカリが聞こえた。

　遠くに映る救急車のサイレン、通り過ぎる。

　理り沙さにはそれがまるで、不吉を呼び起こす耳鳴りのように聞こえた。

　やがてそれがうずまきのようになり、音や色が全部を飲み込んでしまう。

　理沙の存在もその中に、引き寄せられて消えてしまいそうになった。

　白と黒のアスファルト。

　茜あかね色いろ、夕ゆう陽ひ、赫あかい血の色。

　うずまきの中で、理沙は〝何か〟を見付けた。

　それは、カタチのないモノ。

　それは、見えないモノ。

　手を伸ばした。

　触れようとした。

　そうすることによって、理沙は、〝何か〟を思い出しそうになった。

　けれど、彼女は何な故ぜかそれをしなかった。

　うずまきの流れに身をまかせる。

　やがて、レコードの音が聴きこえてきた。いつの間にか、うずまきは消え、理り沙さは、すべてを音の中に消していった。




　そして、彼の傍そばに立つ。




　天てん井じようの宇宙に見るモノは、何ですか？




　ずっと、こうしていたいだけです。




　こんなわがままは、ダメですか？




　　　　♪




　彼は、話をする。

　今日きようあったこと、感じたこと。

　まるで日記でもつけるかのように。

　レコードに合わせて、詩うたを詠うたうように。

　理沙は、それに耳を傾け、そして、決して届きはしない声で、たくさんの言葉を唇くちびるからこぼした。

　ふたりがきっと交わることがないと知って。

　だからこそ、彼女ははじめて、自分を不幸だと思った。思ってしまった。

　不幸なことなどないと思っていたのに。

　判わからないけれど、理沙は彼の傍にいると穏おだやかになる。

　気持ちなんて何ど処こにあるのか判らないけど。この気持ちは、本当なのだと思いたい。

　よけいにつらくなるのも事実だけれど。

「──何かを求めているのに、この世の中っていうモノは、何もない方がいいということもあるんだ。おかしな話さ。助けてほしいと思っているのに、誰だれにも助けを求めないように。まあそれは……僕も同じだけれどね。彼女を想おもっても届かない。それは胸を引き裂かれる想いだ。けれど、ずっと、もう……」

　彼の話に耳を傾けながら、理り沙さは傍かたわらに腰かけた。

　ベッドの傍そば。その距きよ離りは、近いようで遠く離はなれている。

　彼に言葉を返そうとする理沙だったが、いつものように思い浮かぶ言葉が出ず、代わりに何な故ぜか、母親のことを思い出した。

　理沙は、母親について聞いたことのある話の断片から、きっと母親は、人をちゃんと心の底から愛したことなどないのだろうと思っていた。

　しかし、少し違うかもしれない。そうではないかもという考えが浮かんできた。

　母親は、たくさんのひとを好きになった。

　それも一度に、何人もの男性と付き合っていたこともある。

　でも、そのときそのとき、一〇〇パーセント、一二〇パーセント、そのひとのことが好き。

　何人ものひとを真剣に好きだったに違いない。

　ただ、好きでいる期間が短いか長いかというだけの話で。

　母親は、元々、熱ねつしやすく冷めやすいという性格の代表的なひとだった。

　どうしても欲しいモノがあって、がんばって努力して、いざ手にしてみると、ふっと熱が冷めてしまう。

　あきてしまう。

　そんな自由奔放な母親だったが、しかし、母親はたくさんの人から愛された。

　屈託のないところや遠えん慮りよのないところ。

　それから、自分に正直で、人なつっこくて、とても無防備で、放ほうっておけない感じ。

　それら全部が全部、人を惹ひき付ける魅み力りよくとなって、愛されたんだろう。

　一方で、わたしはどうだろうか。

　人を好きになったことがなかった。

　人と深く付き合ったこともない。

　何でも悟ったような顔をして、あきらめることになれているだけだった。

　でもそれが当然だと思っていた。

　自分は此こ処こから何ど処こへも行けない。

　与えられた範はん囲いの、線せんの中だ。

　全部、そう。

　ここには生活があって、想いがあって、家族があって、すべてがあった。

　それでいいと思った。

　パパは、いつでもやさしかったし、ママは、いつも笑っていた。

　お酒のせいで、ときどきわたしを殴ったけど。

　それは、きっと怖かったんだと思う。

　ママは、しあわせを感じていたに違いない。

　だから、このしあわせがいつか失なくなってしまうのが怖かったんだ。

　恐怖から逃のがれるために、ママはお酒を飲んで忘れようとして。

　だって、ママは、わたしを殴ったあと、いつも泣いていた。

　ごめん。もうしないからと泣いていた。

　でも、やっぱり恐怖に負けて、また──

「どうしてるんだろう……」

　家族のことを思い出した。

　やさしいパパと笑え顔がおのママと、生意気だけど素直な弟。

　夕暮れの中、鳴る音楽。

　ミドルテンポの透すき通るような女性のボーカルが、身体からだに溶け込む。

　彼は、天てん井じようを見つめたまま、ひどく真剣な顔をしていた。

　じっと考え事をしているのか、動かない。

　理り沙さは、ふいに家に帰りたくなった。

　帰ったところで何になるわけではない。それは判わかっている。




　──自分はいない存在なんだから。




　しかし、どうしてもという衝しよう動どうに駆かられる。

　人は肉体を失うと感情というモノに支配されるのかもしれない。ただ感情が今の理沙にあるとすればだが。

　そして、それに近いモノがあると彼女自身は、思っていた。

　そうでなければ、誰だれかを好きになったりはしない。

　肉体を失ってから、その埋もれていた感情が顔を出したのは、おかしな話だった。

　夕ゆう陽ひが沈むまで少し時間がある。

　赤い斜しや陽ようが、彼の部屋の窓を貫いて、理沙に突き刺さる。




　理沙は、はじめて六階の外に出ることにした。




　──リン……。




　　　　♪




　家。

　なんにも変わってない。

　灯あかりがついている。家族はいるようだ。

　ただ、灯りはついていても何ど処こか暗い印象があった。

　ああ、それもそうか。

　死んでしまったんだよね、わたしが。

　そういえば、どれくらい家に帰っていなかっただろうか。

　思い出せない。

　家の中。

　マンションの六階。

　彼と同じ六階。

　あ、玄関の花がなくなってる。

　わたしがいけたのに。

　枯れてしまったんだわ。

　わたしの部屋。

　なんにも変わってない。

　あの日、朝学校へ行ったときのまま。

　あれ？　あの日？

　いつだった？




　パパ、ママ……。

　一室に両親の姿を見付けた。

　母親が、理り沙さの遺い影えいの前にへたり込むように座っていた。

　そして、

「理沙、ごめんね……ごめんね……」

　謝あやまりながら、泣いていた。

　開あけられた窓。カーテンが風に揺ゆれる。

「理沙ぁっ」

　母親は、理沙の遺影を抱きしめるようにして、床に崩くずれ落ちた。

　父親が、母親にそっと寄より添そっていた。

　何も言わずに、やさしくその肩を抱きとめて、ただ寄り添っていた。

　ああ、ママ。

　わたしはここにいるのに。

　どうして、ママが謝あやまるの。

　そんな必要はないわ。

　わたしはここにいるのに。

　できるなら、伝えたい。

　ここにいると、泣かないでと。

　でも、ダメなの。

　ほら、手を伸ばしても、触れられないの。

　透すき通ってしまう。

　こんなに近くにいるんだよ。

　透き通ってしまう。

　ああ、ママ。

　わたしは、ここにいるのに。




　──わたしは、どうして。




　死んだのだろう？




　　　　♪




　彼女は、自分が死んだときのことを知らない。

　覚えていない。

　いつ、何ど処こで、どうやって、死んだのか。

　知らない。

　気が付いたら、六階にいて。

　彼のレコードに惹ひかれていた。

　彼の顔を見たら、胸が苦しくなって。

　記き憶おくを呼び起こすような衝しよう動どうが走った。

　そして、誰だれかをひたすらに想おもう彼の姿に惹かれた。好きになった。

　以前のことや、これからどうなるかとか、死んでしまった自分が考えることじゃない。

　そう思っていた理り沙さだったが、母親の泣いている姿を見て、変わった。

　わたしは、どうして死んだのだろう。




　理り沙さは、いつもの夕暮れの、いつもの六階で、彼の鳴らすレコードの音と、彼の話に耳を傾けていた。

「僕は、たぶん終わるんだろう」

　彼は言った。

「彼女はいつも窓の外を見ていた。僕も同じ景色を見たいだけ……。そうなんだ。偶然が出で逢あいだとしたら、必然は別れなんだろう？　だったら僕自身で、それを起こした。必然にした」

　不意に彼がこちらを向いていた。

　理沙は、驚おどろいた。

　彼が、理沙の方を向いたのは、はじめてだ。

　今までは、ずっと天てん井じように向かって話すだけで、一度もこっちを見てくれなかった。

　ドキリとした。

　が、理沙はすぐに気付いた。

　それが、気のせいだということに。

　──自分を見ているのではない。

　彼はただ単に窓の外に目を向けているだけ。

　いつもなら、彼は天井に向かって言葉を投げかけるのに、今日きようはどうしたのだろう。

　しかし理沙の疑問は、やはり彼女の投げかける言葉と同じに、彼に届くことはなかった。







[image: ]







　斜しや陽ようが、部屋を赫あかく射いる。

　レコードは、ぶつりぶつりと音をとぎらせながらもターンテーブルの上で廻まわる。

　それは今までに聴きいたことがなく。今までのどれよりも古クサかった。

　また、サイレンが鳴った。

　耳鳴りと、うずまきが押し寄せる。

　すると、彼が笑った。

　頭を抱えながら彼は笑った。

　ベランダの向こうでは、赫いライトが夕ゆう陽ひの茜あかね色いろにも消えることなく、遠くに鳴る。

　六階、部屋、窓の外。

　カーテン、斜陽、息いき継つぎを忘れた世界。

　彼は笑った。

　狂ったように、笑い出した。

　狂ったように、笑って、泣き出した。

「──殺したんだ」

　その言葉を聞いたとき、理沙は驚おどろきもしなかった。

　ああ、そうだったのかと、不ふ思し議ぎだとも思わなかった。

「彼女を殺した……。そうだ。殺してしまった。好きで好きで……こんなにも愛していた。愛していたのに。仕方なかったんだ。だって、彼女は……うわぁぁぁぁぁぁぁあああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁっ」




　少女は、自分を不幸だと思ったことがない。




　たとえば、真実を知ったとしても。




　斜陽の中で、手を振る子供の目は遠くを見ていた。

　茜色の空に、あしたを見ていた。

　九月の空は、それでも長く、広く。

　自分よりも長くなった影かげを送る。

　あした、贈おくる。




　　　　♪




　少年は、はじめからその少女に惹ひかれていた。

　毎日通う電車の中で見る少女。

　とても綺き麗れいな少女。

　長い髪と大きな瞳ひとみ。

　でもいつだって彼女の表情は変わらない。何を考えているのか判わからない。

　少年は、彼女をずっと目で追いかけていた。

　そのうち、少年は彼女のことを好きになっている自分に気付いた。

　けれど、ずっと彼女を目で追っているだけだった。

　少年は毎日、家へ帰ると、好きなレコードを聴ききながら彼女のことを思い出した。

　想おもった。

　ふくらます。

　願ねがいや想いや……。

　が、やがて少年の強い、強つよ過すぎる想いは暴走をはじめた。

　彼女を家まで追いかけていくことも、ずっと彼女の部屋を眺めることも、日常になっていった。

　そして、そのうち少年は、気付いた。

　彼女が、決して自分を見てくれないこと。

　何な故ぜ、彼女の瞳には、僕が映らない。

　あんなに大きくて、綺麗な瞳なのに。

　何故だ。

　僕は、こんなに彼女のことを見ているのに。

　僕は、こんなに近くにいるのに。

　ある日、彼女は、誰だれかといっしょだった。

　たまたま帰る方向が同じだったクラスの男子生徒と電車の中でいっしょになった。

　でも少年は、見てしまった。

　彼女の微ほほ笑えんでいるところを。

　男子生徒のくだらない話に、耳を傾けている彼女を。

　彼女にとってみれば、ただの愛あい想そ笑わらいで、別に話もしっかりと聞いていなかったが、少年は知るよしもない。

　ふくらんでいた想いは、パチンとはじけた。

　軽々とはじけた。

　どうしてだ。

　自分には笑ってくれないのに。

　どうしてだ。

　自分の声は、聞こえないのに。

　なんで、そんなヤツの言葉に耳を貸すんだ。

　僕がこんなに近くにいるのに。

　想おもいが急速に〝負ふ〟へと向かいはじめる。




　夕暮れ。茜あかね色いろ。

　帰り道。

　電車。

　手。

　たくさんのひと。

　群れ。

　電車。

　紫むらさき、光こう線せん。

　ブレーキのノイズ。

　スカート、揺ゆれた。




　──彼は殺した。




　彼女を殺した。

　僕のモノにならないなら。誰だれかのモノになるなら。

　誰のモノでもなければいい。

　だから、彼女を──戸と叶かの理り沙さを殺した。




　戸叶理沙は死んだ。

　殺された。




　理沙は──思い出していた。

　駅のホームから誰かに突き落とされ、やってくる電車の下した敷じきになった。

　その直前、理沙はひとりの少年の怯おびえたような、喜ぶような、恐れるような、笑うような、表情を見た。

　それは、今、目の前にいる彼だ。




　　　　♪




　いつまでも変わらず、愛せるモノがあるだろうか。

　いつまでも消せずにいられる想いがあるだろうか。

　それがないのは、この世界がもう失なくなってしまっているからかもしれない。

　だったら、このはじっこで確たしかに持っていたい。感情を失くして、漂ただよい続けるなら。

　代わりに、この愛を持っていたい。

　気付いてしまったんだ。

　最初から、失くしたモノも手に入れたモノも何もないと。

　彼は、彼女が好きだった。

　彼女を殺した。

　彼女は、彼が好きになった。

　彼に殺された。




　彼女はここにいる。六階の何ど処こかで、今日きようも彼を待っている。

　彼のかけるレコードの音が、この失われた世界で唯ゆい一いつの確かなモノだった。

　だから、彼女は待ってる。




　──彼がいなくなってからも、ずっと。







「いつか、透すき通る……」

　真っ白い死神が踊る。

　たくさんの雫しずくをぬぐうことなく、風に舞まう花びらのように。

　魂を送る。

　哀かなしいのは、自分じゃない。

　泣いているのは、自分じゃない。

　誰だれかがまた泣いているから。

　踊る。

　白い死神の傍そばで、同じように黒猫が、蝙こう蝠もりのような羽根を広げ、踊っている。

　その度たびに、首くび輪わに付けられた大おお袈げ裟さな鈴すずが、




　りん、りん、




　と唄うたった。




　　　　♪




　陽ひが沈んだ。

　いつの間にか集まった雲が、星空をこの世界から奪う。




　そして、彼は、死んだ。

　狂ったように叫び、夕陽の射さすベランダから、空へとその身を投じた。

　六階の部屋から飛び降りて、みずからその命をたった。




　カーテンが揺ゆれた。




　だけど彼女は彼を待っている。

　いつかのあのレコードが鳴るのを待っている。

　夜になって、朝がきて、青白いヒカリが世界を射うって、また、赫あかい陽が彼女を照らす。




　変わらないことなどない。

　そんなこと知っている。

　でも、変わらないモノがあると信じたい。




　信じてみたい。




　今、ここに在ること。




　たとえば、いなくなったひとを、待つひとたち。

　誰だれかを待っている。




　いつかのレコード、古ぼけたノイズ。それだけが確たしかなモノだった。

　時間を失なくした場所、止まった針の音。

　誰かを待つ少女。




　九月の夏風。

　鳴る、こえ。




　白い死神の舞まうころ。

　黒の猫がりんりんと啼なくころ。




　世界のはじっこ、すみっこの方。

　やさしさや、哀かなしみや、遠い想おもいの帰る場所。

　いつか遠くに旅立つ人に贈おくる。

　茜あかね色いろと風のこえ。




　思い出す。何もなかったときのこと。

　しあわせでも不幸でもなかった。




　今、確たしかなモノ──




　しあわせのカタチ。







　彼女は、いつも待ってる。








Sunny Side Girl(Al.-edit) -fin.
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　　　　♪




　くもりというには雲が少なく、晴れというには雲が多い、半はん端ぱな空。

　何ど処こかで誰だれかが要いらなくなった空の切きれ端はしを集めて縫ぬったようだ。

　十月の空は何もなく、ただ広がるだけ。

　いまだ記き憶おくに強く残る、暑すぎた夏の後こう遺い症しようはまだ続いていた。人々は、あの夏を忘れられず、熱ねつにうなされたままだった。やがて、この秋は冬に飛び越され、この街は雨によく似た白いモノに降られて真っ白に染そまってしまう。そして、何もかも失なくしてしまうかもしれない。そんな風ふうにおびえていた。

　けれど、その少年は、その少年だけは知っていた。

　最初から、何もないんだと。だから、何も失うはずがないんだと。




　十年前と変わらない景色。さびしいまま、そこに取り残された。

　とりたてて何もない。あるといえば、さびれた遊園地。十年間変わらず、うらぶれたまま。

　それでも廻まわる観かん覧らん車しや。

　今日きようも廻る、小さな観覧車。




　　　　♪




　那な由ゆ多たソラは、十年前にここにやってきた。当時はまだ四歳さいで、そのころの記憶は、ぼんやりとしていた。唯ゆい一いつ、鮮せん明めいに記憶に残っているのは、あの外はずれにある遊園地の観覧車だけだ。ゆっくりと廻る誰だれも乗ってない観覧車。意味のない繰くり返し。

　ここは、まだできたばかりの新しん興こう住宅地で、本当に何もない。

　整備されたばかりの更さら地ちがほとんど。人が住んでいる建物は片手で数えられるほどしかない、モデルハウスすら建ってない殺風景な場所だった。

　それでもソラ少年の家から一番近くの家（お隣となりさんと呼ぶにはかなりの距きよ離りがある）には、同じ年ねん齢れいの女の子が住んでいて、これから仲良くできたらなぁ、などと漠ばく然ぜんと思っていた。

　そう。〝これから〟はじまる。そのはずだった。

　ソラの両親をはじめ、この土地に住みはじめた人々は、今は何もないが、この場所にこれからどんどん、新しい家が建ち並び、新しい顔に出で逢あえるに違いない。コンビニや小さな商店ができたり、やがて立派な住宅地になる。そう思っていた。

　でも、それはただの夢に終わった。

　簡かん単たんな話だ。昨今の不景気のあおりを食らって、土地や住宅建設の権利を持っていた業者が倒産し、企画は宙ブラリのまま頓とん挫ざした。

　そして、ここには〝これから〟が失なくなった。

　止まった時間。

　ソラ少年は、十四歳さいになっていた。動かなくなった針の街で、彼は何事もなく成長していた。

　時間を失ったこの場所で、彼にとって唯ゆい一いつの救いといえば、距きよ離りのあるお隣となりさん──幼なじみの堀ほり江えカノコがいたことだ。

　小学生になって登下校もいっしょで、中学になっても、ソラと帰る方向が同じなのはやはり彼女だけだった。

　カノコは明るい性格で社交的だ。人とのふれあいだとか、干渉だとか、交友または交遊といったモノにあまり興きよう味みのないソラとはずいぶんと違う。

　ソラにとっては、時間の止まった場所で、彼女の呼ぶ声だけが確たしかなモノのように思えていた。ずっと彼女だけがいればいい、それくらいに思っていた。

　でも、それも今ではよく判わからない。

　カノコといるといつでも楽しくて、笑ってる記き憶おくが多い。こんな何もない場所でも、離はなれた学校への行き帰りも、彼女といっしょにいると退屈したことはなかった。けれど、ただそれだけだ。それ以上でもそれ以下でもない。何でもない。

　いつか、自分たちは成長してオトナになって、何もないこの場所を離れていくかもしれないと感じていたはずなのに、ソラはずっと今までのように、これからもずっと未来も変わらないで〝何もない〟ことが自分と彼女の間に続くんだと思っていた。

　だけど──彼女は違った。




「あたしね。ここを早く出たいんだ」

　昼間降った雨のせいで湿し気けた風が彼女の短いスカートをふわりと浮かせた。カノコは、そっとそれを片手で押さえる。

　道路の両側には歩道があるが、ふたりは車道を歩いていた。滅めつ多たに車が通ることはない。見渡す限り続く殺風景。視界を遮さえぎる建物も何もない。空にぶら下がるように伸びた電信柱が等間隔で道なりに続いていた。

　彼女の少しうしろを歩いていたソラは、「へぇ」と短絡的に驚おどろいて見せた。

　夕焼けに照らされた学校帰りのふたりの影かげは長く伸びて、バス停から歩く家いえ路じを示す。

「へぇ。って、なに？」

　カノコは、ソラの返答が気に入らなかったのか、振り返って唇くちびるをとがらせた。

　なんて言えばよかったのか。もっと大げさに驚いた方がよかったのか。

　よく判らないんだけど。と言うように、ソラは肩をすくめた。

　するとカノコは、今度は、やれやれといった風ふうに首を振った。

「ここはなんにもないじゃん」

「そうか？」

「ひともいないし……。見るモノもない」

　背を向け歩き出すカノコ。そのあとにソラも続いた。

　ふたりは少し距きよ離りを開あけて、でも離はなれないように帰り道を進む。

「見るモノもないって……」

「ソラには、なんか見えてる──？」

「…………まあ、オレは……うーん。どうだろ、なんかあるんじゃね？」

　ソラが言う。

　カノコは、しばらく何も言わなかったが、秋風に吹ふかれた前髪を押さえながら、ポツリとこぼした。

「やっぱ────……ないんじゃん」

「え？　なに？　なんつった？」

　カノコの声が小さすぎて聞き取れなかった。

「べつに、なんでもない」

「なんだよ。教えろよぉ」

　そんな風ふうにいつもの帰り道をいつものように夕焼けに黄昏たそがれながら、歩くふたつの長い影かげ。

　けど、彼女はあのときなんて言ったのか、結局、教えてくれなかった。

　最後まで。




「ただいまー」

　と言ったが独ひとり言ごとになってしまった。

　誰だれもいない。家中、薄うす暗ぐらい。

　父親は会社で、母親はスーパーのパートをやっている。母親のスーパーはもちろん近くにはなく、車でも二十分はゆうにかかる。それでも働きに行くということを考えるなら、スーパーはまだ立地がいい方だ。父親の会社は、ここから二時間近くかかる。

　那な由ゆ多た家けはそんな裕福な家庭じゃない。裕福なら共働きもしないし、ある意味、この辺境の地にマイホームを購こう入にゆうしないだろう。

　家に帰ってきても、誰も迎えてくれない。こんな生活がもう何年も続いているうちにソラはすっかりなれてしまった。小学校のころから、いつも傍そばにはカノコがいた。だから、寂さびしいと思ったこともあまりなかった。

　ところが最近では、互いの家を行き来することもめっきりなくなった。学校の行き帰りを同じくするだけで、家の前まできたらすぐに、さよならバイバイだ。

　さすがに、ソラももう中学二年で、ひとりが寂しくてしょうがないということはない。こうして今もひとり、インスタントのコーヒーを淹いれた。リビングのソファに腰かけ、テレビを点つける。夕方のニュースが画面に映し出され、全国や世界各地で起きたニュースを垂たれ流す。悪いニュースばかり続くと、その感覚が麻ま痺ひしてしまう。逆にちょっとしたよいことでも、顔をほころばせて心しん底そこうれしくなってしまう。不幸が続けば不幸が薄うすれ、幸せが続けば幸せが薄れる。しかし、不幸の場合自分がそれに遭そう遇ぐうしていると感覚はなかなか薄れない。幸せの場合は簡かん単たんに薄れてしまうのに。

　ソラは、そのどちらでもない。

　幸せすぎず、不幸すぎず。幸せをかみしめることもなく、不幸を嘆くこともない。それは、人によって、「幸せなことだ」と言うかもしれないし、「不幸なことだ」と言うかもしれないが、ソラはそのどちらも知ったことじゃない。

　所しよ詮せん、他ひ人とは他人で、自分は自分。思うことも感じることも違う。他人がとやかく言おうが、ソラはソラだ。こんな何もないところでも、自分がここにいればそれでいいと思っている。

「──でも……あいつは違うのか……」

　カノコは言った。

「あたしね。ここを早く出たいんだ」

　この何もない場所を。

　何もないから。

　何も見えないから。

　誰だれもいないから。

　ここを出て行く。

　よく判わからない。

　少なくとも冗じよう談だんなどではないだろうが。ソラは、あまり考えたことがなかった。

　──先のこと。

　中学を卒業して、高校はなるべく近いところがいいなぁとか、考えたことはあるけれど。その先のこと──

「なにしたいんだっけ……オレ……」

　ひとりごちながら、テレビのチャンネルをランダムに切り替える。

　見たい番組も見たくなる番組もやってない。結局、最初に見ていたニュースに戻ってきた。数分前と変わらず、暗いニュースばかりやっている。死んだ。殺した。殺された。ここじゃない遠い何ど処こか別の場所で。

「ここじゃない何処か？　何処だ？」

　カノコは、ここを出て何処へ行こうとしてるんだろう。

　無む意い識しきにカノコの言った科白せりふを思い出し、考え込んでしまう。しかし、

「判るワケねぇか……」

　だって、自分はカノコじゃない。自分は自分だ。カノコはカノコ。他人なんだ。

　ここを出たいという彼女の科白せりふの本当の意味も、それが自分にとってどういう意味を持つのか。判わかるはずなかった。

　ソラには、何もない。見たいモノも。叶かなえたいモノも。求めるモノも。やりたいことも。

　明日あしたなんて放ほうっておいてもくる。漠ばく然ぜんと過ぎていく毎日にもそれなりに満足していた。

　でも、ただ過ぎていくだけじゃないんだ。

　変わらない日々の中で、刻々と何かが変わっていっている。

　春しゆん夏か秋しゆう冬とうの景色も、花の色も、空気の感じや、空の成分も。いろんなモノが少しずつだけれど、変わっていっている。

　それは、気付かなければずっと気付かないモノだ。

　それに気付けているだけで、十分じゃないかとソラは思った。たとえ、何も変わらない終わってしまった時間の中で生きているとしても。

「べつに……変わらなくたっていいだろ…………」

　そんな科白を口にしてみて、深くかけていたソファからもぞもぞと腰を上げる。何な故ぜだかとても恥はずかしくなった。きっと、誰だれかに言いい訳わけしているみたいだったからだ。

　──言い訳？　何の？

　ふとよぎる疑問に応こたえてくれる誰かはいない。

　テレビのニュース番組が、重なり続ける不幸を不幸そうに語っているだけだった。

　明日なんて、放っておいてもくるんだ。

　漠然と過ぎていくだけの毎日。

　でも、それで何が悪い。何がおかしい。

　オレたちはそれでいいんだ。

　オレたちは……、

　オレたち？

　オレたちって誰と誰だ？

　…………オレ、は……ひとり？

　ずっといっしょにいたはずの彼女は、ここを出て行く。

　オレは、どうする？

　ひとり？　オレだけが……。ここに残っていくのか？

　いや。ここに残されるのか？

　彼女が何なに気げなく言ったこと。

　彼をはじめて、不安にさせた。

　毎日を、これまでを否定されてしまったようで、どうしようもなく寂さびしくなった。

　寂しくなったことなんてなかったのに。

　どうしてこんなにも不安なんだろう。

　どうしてこんなに寂さびしいんだろう。

　不安じゃなかったのは彼女のせい。寂しくなかったのは彼女のせい。

　不安になったのは、彼女のせい？

　寂しいのは彼女のせい？

　簡かん単たんなこと。何で気付けなかったんだろう。

　彼女がいないと……。

「やっぱ────……ないんじゃん」

　あのとき、彼女はなんて言ったんだ？

　聞こえなかったあの言葉に、答えがあるような気がしていた。

　なのに、彼女は教えてくれなかった。

　最後まで──




　　　　♪




　堀ほり江えカノコには、夢があって、自分に対する未来へのビジョンもしっかりと持っていた。明日あしたに何かを求め、眠る前の五秒間、まぶたを閉じて願ねがうこと。どうかここから出られますよう。明日という日につながる今日きようが少しでも早く過ぎますように。

　そんなことを少年は知らない。知ろうともしない。

　だから、ソラはその日、ひとりだった。




　ソラは、学校から家までの道のりをひとりで帰っていた。

　カノコは、全校生徒約千人の代表として生徒会の役員をしている。担任の推すい薦せんを受けて、頼まれると断れない彼女の性格上、つい引き受けてしまったという感じだが、今ではわりと楽しく仕事をこなしているようだ。

　彼女が生徒会に入ってから、ソラはひとりで帰ることが多くなった。ふたりとも一年のころから部活をしてなかったので、唯ゆい一いつ帰る方向が同じソラとカノコはなんとなくいっしょに帰っていただけで。だから、べつに何とも思ってない。

　帰り道、ふたりがひとりになっただけ。ただそれだけ。

「なにを今さら……」

　ふと自分でつぶやいたその言葉に、自分自身で考え込んでしまった。

　何がどう今さらなんだ。

　前はカノコが遅くなっても、彼女の用事が終わるまで待っていた。ソラが遅くなっても同じ。カノコが彼を待っていた。でも別に互いを待っている取り決めなんてしてなかったから、どちらが先に帰っても文句などないはずだ。

　それがどうだろう。

　今、自分はこうして、カノコに置いてけぼりを食らったみたいな感じを受けている。先に帰っているのは、自分なのに。

　そうだ。

「──先に、帰ってていいから」

　彼女にそう言われて、こうして帰ってるだけじゃないか。

　何の問題がある？

　今さら、何を……。

　なんで、




　──寂さびしいなんて思うんだ。




「小学生ガキかよ……」

　言いつつ、ソラは足もとの石ころを蹴け飛とばした。

　そういえば、小学校のときよく、カノコとふたりで小学校からうちまで石ころを蹴って帰っていたのを思い出した。

「……つーか、ほんとガキだな。こりゃ……」

　でも、あのときとおんなじじゃない。

　今は、ひとりっきりだ。

　前に蹴り飛ばした石を追いかけて、次に蹴ってくれる遊び相手はいない。




　──なによー。そんなとこに蹴ったら次、あたし蹴れないじゃん。

　──うるせー。蹴れなかったら、カノコの負けだかんなー。




「次……誰だれ蹴んだよ…………？　────って……オレしかいないっつの………………」

　自分への突っ込みが、どうしようもなく虚むなしい。

「なんだかなぁ……」

　がっくりと肩を落としうつむきながら、ため息に混じって言葉を落とす。

　それから立ち止まり、前を向いた。

　見み慣なれた道の見慣れた曲がり角。周囲に何も建ってない見晴らしのいい曲がり角。あるのは、家が建つはずだった区画された雑草だらけの土地。

　ふたりで曲がる道。ここを右に曲がれば、ソラの自宅のある方。左に曲がると──

　そして、考えるよりも先に身体からだが動き出していた。ソラが進んだのは、左の方。いつもの帰り道とは違うまったく逆方向。夕焼け、傾いた陽ひに背中を押されるように。

　いつもと違う道。歩いたら、何かが見付かるかもしれない。

　何もないところでも。何もないとしても。

　彼女は、覚えてるだろうか。

　思い出せるだろうか。

　繰くり返し何度も歩いた道を。

　ふたりで駆かけてった道。

　すり減らした靴底と、互いの名前を呼ぶ声。

　まだ、覚えてる。

　まだ、思い出せる。

　彼は、思い出を歩き出した。




　　　　♪




　あの曲がり角を左に曲がって真まっ直すぐ。

　二分ほど歩くと、子供のころふたりの遊び場だった公園がある。

　十年前、この土地にいたのは、ソラとカノコ……、

「……あれ？　ふたりだけだったっけ？　なんか、もうひとりいなかったか？」

　ソラは、五、六歳さいのひどく曖あい昧まいな記き憶おくを掘り起こして、公園の中に入ることで洗いざらす。

　子供の数にしては、大きな公園。鬼ごっこをやると隠かくれるところが結構あるのでなかなか見付からなかった。でも、今は、小さく狭せまく感じる。

「ん？　ふたりで鬼ごっこやってたのか？　……やっぱ、いたな……もうひとり……」

　疑問のように存在していたモノが徐々に、確かく信しんに変わっていく。記憶の中の、自分とカノコ。立ってる。その間に──もうひとり。自分たちよりも背が高くて……髪の長い……白い……。「あー？　しろい？　ばーさんか？　でも……子供……だよな」

　ぶつぶつと独ひとり言ごと。他人が見たら、きっとおかしなヤツだと思うに違いない。けれど、あいにくここには誰だれもいない。砂場でお城を造る子供も、鉄棒で逆さか上がりの練習する子供も、そんな子供たちを夕方になると迎えにくる大人おとなもいない。

　この何もない街で子供と呼べるのは、ソラとカノコだけ。それももう十四歳だ。公園で遊ぶこともなくなっている。公園に近寄ることもこのごろはめっきりだった。

　そんなこと気にもならなかった。

　公園に入って中なか程ほどを過ぎると、ベンチがある。丸太を斬きって作ったような感じだけれど、コンクリのようなモノに色が塗ぬってあるだけだ。それも年月がたってはげはげの。ソラはそれに腰かけるともう一度自分の頭の中を覗のぞき込んでみた。

　確たしかにいた。

　この公園で、ソラとカノコ、それともうひとりの誰だれかと遊んだ記き憶おくがある。

　髪の長い……女の子……。

　白い……、

「ん……？」

　さっきまでイメージしていた真っ白い女の子は消えていく。代わりに、黒髪のボブカットの普通の女の子が浮かんできた。

「あ、そうか。そうだ。そうだ」

　アレは、小学校の夏休みだ。

　那な由ゆ多た家けの近所、といってもやはりずいぶん離はなれたところだが、老夫婦が住んでた。夏休みになると、そこへ息子夫婦が遊びにきていて、ソラとカノコが遊んでいたのは、その息子夫婦の娘。

　思い出した。

　あの夏のしばらくの間だけ、ふたりじゃなくて、三人で、この公園で遊んでたんだ。

　……けど。いつからか、その娘こはやってこなくなった。

　いつものふたりに戻っただけ。

　ふたりが三人になる夏の魔ま法ほうは、もうやってこなかった。

　魔法が失なくなってから、夏が過ぎるのが早くなった。

　今こ年としの夏もあっという間だった。

「違うか……。最初から、なかったんだ。失くしてなんかねぇな」

　どうせ、はじめからふたりだった。

　ソラは、ベンチから立ち上がると公園の出口に向かった。けれど、帰ろうとはしない。またいつもと違う道を歩き出した。

　公園からさらに歩くと、この住宅地の中心部に行き当たった。

　周囲の区画よりも一ひと際きわ広いそこには、おそらく、公民館や公共の施設が建つはずだったんだろうが、今はやはり何もない。人ひと気けはないし、車の往来もない。雑草と──一台の自動販はん売ばい機き。

「まだあったのか、これ」

　小学生のころ、公園で遊んでいて喉のどが渇かわくと、ここにやってきてジュースを買った。コンビニなんてモノはなかったからだ。今でもそうだが。

　この自販機は今では珍めずらしいアタリハズレのあるルーレットゲーム式のモノで、それが小学生のソラがわざわざここまでジュースを買いにきたもうひとつの理由。ルーレットはただの飾りではなく、たまに当たるときがあるので調ちよう子しに乗ってまたここにきてしまう。

　ソラは、学生服のポケットに手を入れ中を探さぐった。昼間学校で飲み物を買ったときの小銭がそのままのはず。それをつかむと、ソラはいくらあるのかも確かめもせず、自販機にお金を投入しはじめた。自販機のランプが点灯し、購こう入にゆう金額を満たしたことを知らせる。ソラは、迷わずひとつのボタンを押した。

　ガコッ、と大おお雑ざつ把ぱな音を立て、カンに入ったジュースが出てくる。

　プルルルー。とコンピュータ丸出しの効果音が鳴った。ランプが点灯する部分が五マスあって、その真ん中が赤あか色いろで、他ほかは緑みどり色いろ。赤のところにランプがうまく止まればアタリだ。

　しかし、最終的にランプがついたのは、赤のすぐ左ひだり隣どなりの緑。

「ハズレかぁ……」

　案外この歳としになっても、ハズレだと残念だ。ソラは、取り出し口の中に手を入れ、カンを手にした。

　買ったのは、レモンジュース。

　子供のころ、すっぱくて全部飲のみ干ほせなかったやつ。

　──プシュ。

　ひとくち。

「…………すっぱ……」

　変わってない。

　この自じ販はん機きを使うのは、数年ぶりだろうが、自販機の品しな揃ぞろえも、レモンジュースのパッケージも、このすっぱさも、何にも変わってない。

　小学生の自分は、すっぱいモノが苦にが手てで、よくカノコがコレを飲んでいるのを見て自分もほしくなるが、買ってもやっぱりすっぱくて全部飲み干すことができなかった。

　今なら、飲めるかと思ったけれど……。

「すっぺーまま……」

　なんにも変わってない。

　あいかわらず、自分はすっぱいのが苦手なままだ。

　なんにも変わってないのか？

　違う。変わってる。

　確たしかに、変わってる。

　こんな止まってしまった時間の中でも、何かが変わっている。

　ソラとカノコが中学にあがる前。近所の老夫婦がここからいなくなった。

　夫が死んでしまったからだ。

　残された妻の方は、しばらく、ひとりでここに住んでいたが、幼いソラたちにも目に見えて元気がなくなっていくのが判わかった。そして、息子夫婦といっしょに住むことになり、ここを出て行った。

　前を見る。ぼんやりとうつる景色。

「……動いてんじゃん」

　何も変わらないと思っていたモノでも、少しずつ変わってるんだろう。

　止まった時間も動いている。終わりの方へでも。

　一口飲んだままのレモンジュースの缶を手に持ちながら、ソラはまた歩き出した。

「動いてるよ……アレ……」

　また思い出した。

　この住宅地のはずれにある──遊園地。

　小さな移動遊園地がそのままずっと滞在してしまっているようなモノだけれど、生意気にも観かん覧らん車しやがある。

　それが目の前に飛び込んできた。これから沈んでいく陽ひにかかって少しだけ目をそらす。

　ゆっくりと止まっているようなスピードで、観覧車は動いていた。

　遠くに、でも、しっかりと目に映っているそれはまぎれもなく観覧車。そこは、さびれた遊園地だった。

　歩を速める。近付くにつれ、遊園地と判わかるアトラクションが肉眼で確かく認にんできるようになった。観覧車にメリーゴーラウンドに、コーヒーカップ。昔よく連れて行ってもらったデパートの屋上遊園みたいだ。そこは潰つぶれてもう存在しないが、ここにはある。

　十年もうらぶれたままの遊園地が。




　　　　♪




　見れば見るほど、それは遊園地で。

　見れば見るほど、そこはさびれていた。

　十年前から変わらずに其そ処こにある。

　ソラは、何なに気げなく遊園地のすぐ傍そばまでやってきて、さっきジュースを買ったせいで、残金がほぼゼロに近いことに気付いた。

「ま、中入るワケじゃないし。いいか」

　と思いつつも不ふ思し議ぎと足は入り口の方へ向かっていく。

『Welcomeようこそ』と丸っこい書体で書かれた入ゲ場ー口トには、誰だれもいない。チケット売り場のような場所も見あたらない。

「入場無料……だったっけ？」

　しかし、あまりきちんと確たしかめようとはせず、ソラはふらふらと何かに誘さそわれるようにして遊園地の中に入っていってしまった。

　中に入ると園内は外から見たよりもさらにうらぶれていた。が、そのさびれっぷりとは逆に、誰かがしっかりここを管理していると判るほどに、遊具は整備され、全体的に清掃されていた。

　ぐるりと園内を見渡すが、やはり客は誰だれもいないようだった。

　あたりまえか。

　アトラクションは、ほとんど動いてない。コーヒーカップもメリーゴーラウンドも。唯ゆい一いつ動いているのは、観かん覧らん車しやだけ。それも、動いているのか動いてないのか、一いつ瞬しゆん判わからなくなるようなゆっくりとしたスピードで。七つのゴンドラが廻まわるその真下まで行って見上げると、そののろさに笑ってしまいそうになった。

　さらに──

「マジでか」

　驚おどろいたというか、意表をつかれた。

　誰も乗っていないと思っていた観覧車の中に、動く影かげがあった。

　しかもそれは、

「────……いぬ……？」

　上から降りてきた観覧車の『03』とナンバリングされた赤色のゴンドラの窓から、ひょっこりと顔を覗のぞかせたのは、とても図ずう体たいのでかいゴールデンレトリーバーだった。

「なんで、犬が乗ってんだ……お犬様か……」

　もしかするとここはお犬様の専用遊園地で、すべてがお犬様のためのモノだとしたら、なるほどだ。客がいないのも納なつ得とくできる。

　──できるが、

「んなバカな」

　あたりまえだ。

　この遊園地は十年前からここにあるんだ。

　ずっと前にここにきたときは…………、

　あれ？

　…………そういえば……。

　オレ、ここにきたことあったっけ？

　いや、でも──

「いらっしゃいませ」

　すぐ背はい後ごで、声がした。

「は、はいっっ！」

　突然声をかけられ思わずへこへこと謝あやまりながら、ソラは振り返る。

　するとそこには、ひとりの老人が立っていた。にこやかに笑いながら、

「いらっしゃいませ」

　ともう一度言った。

「あ……ども……っ」

　またもソラは反射的にへこへこ頭を下げる。

　その老人は、長く真っ白いヒゲにふくよかな体格、丸メガネにニット帽で、まるでサンタクロースが普ふ段だん着ぎでそこに立っているみたいだ。

　老人の穏おだやかな表情に気がゆるんで少し落ち着いてきた。

　どうやらとくに、お犬様の遊園地に勝手に入って怒ってるようでもない。というか、ここがお犬様専用遊園地とも限らない。それに、老人は言った。「いらっしゃい」と。つまりは、ようこそ、ここへ。というワケで。とどのつまり歓かん迎げいはされているワケだ。

　それに、

「乗りたいですか？」

「え？」

　ふいに老人が訊きいてきたので、やはりソラは反射的に訊き返してしまった。

「ほら。ずっと、観かん覧らん車しやを見ていましたから」

　老人はやわらかに丁てい寧ねいにそう言うと、観覧車の方に向かって歩き出した。

「あ、あの……っ」

　声をかけたが、老人は聞こえなかったようで、スタスタと振り向かずそのまま進んでいく。観覧車の乗降場にたどり着くと、ようやくソラの方に向き直った。

「どうぞ」
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　言って、老人は、観かん覧らん車しやのゴンドラを手で示した。

　乗っていいということなのだろうが、ソラは別に乗りたいワケでもないし、それになんといってもアトラクションに乗るための金銭の持ち合わせがない。

　遠えん慮りよしつつ、このままそそくさと逃げ出すこともできるだろう。しかし、ソラは、無断でここに入ったこともお金も持ってないこともちゃんと伝えて、謝あやまることにした。老人は、ずっと笑ってる。その笑え顔がおを壊こわすことはしたくないなと思った。ただなんとなく。

　ソラは小走りで、観覧車の傍かたわらに立つ老人のところに行く。

「──すいません。オレ、その…今、お金持ってなくて……。あ、てか、そんなんでここに入ってきちゃって……ほんと、勝手に……すいません……」

　今度は、何度もペコペコとするのではなく、一度深々と頭を下げた。

「いいんですよ」

　としかし、老人は言う。

「ここは、ひとを待っているんです。誰だれかがくるのを待ってる。そして、君がやってきた。だから、いいんです。はい──」

　おだやかな声がやさしく耳に触る。

　ソラは顔を上げて、

「ありがとうございます」

　それから、笑った。

　老人は、やってきたゴンドラ『03』のあのお犬様──ゴールデンレトリーバーが乗っているドアを開あけてくれた。

　勧められるまま、ソラは、ゴンドラに乗った。




　　　　♪




　陽ひが沈みはじめる。夕暮れは長い影かげを作り、人を家いえ路じへと着かせる。

　ガタゴトと音を立て、微かすかに揺ゆれる。

　観覧車は、本当にゆっくりと廻まわっていた。




　ソラは、小さなゴンドラの中で大きなゴールデンレトリーバーと向き合うように座っている。

「そいつは、ピートというんですけど、観覧車がとても好きなんです」

　ゴンドラの扉とびらを閉める前に老人がそう教えてくれた。

「ほら、ようやくきてくれた。ずっと待っていたんだ。これで私も──」

　老人は、ソラから目め線せんを外しまるですぐ傍そばに誰かがいるみたいに、何もない空間に向かって独り言を言い出したが、声が小さくて最後までは聞き取れなかった。

　……ボケてんのかな？

　でも、そういう風ふうには見えなかった。言葉もしっかりしていたし、こうして、観かん覧らん車しやにも乗せてくれた。

「まあ、いいか」

　ソラは、手を伸ばし向かい側の席に座るゴールデンレトリーバーの額ひたいをなでてやる。

　犬と乗るなんて変な感じだけれど、ひとりよりはマシだろう。

「おまえ、ピートってゆうんだな。変な名前」

　ソラの言っていることが判わかったのか判っていないのか、ピートは、「くぅん」と小さく鳴いた。

「ハハっ、わりぃ。名前つったら、オレの『ソラ』ってのも、普通ありえねぇよなー」

　言いながら、なんとなく窓の外に目を向ける。

　まだゴンドラは低い位置にあったが、それでも景色がさっきまでとまったく違って見えた。

　もちろん見えるのは、いつもの風景だ。

　時間の止まってしまった。終わるだけの景色。

　何もない、それも荒れ地ばかりの住宅地なんて見てもおもしろくないだろう。そういう気持ちがすぐにわき上がったが、こうして見ると案外、無む意い識しきに笑え顔がおになってしまう不ふ思し議ぎな感覚に陥おちいった。なんだか、楽しい。

「なんとかと煙は高いところが好きってやつか？」

　自分で言ったくだらないことが、無む性しようにおかしくて、くくくっ、とソラは声に出して笑った。

　観覧車が一周したところで、ソラがゴンドラから降りようとすると、老人がまだ乗っていていいよ、というような仕し草ぐさをした。ソラは遠えん慮りよせず好意に甘えることにした。

　それから、ゴンドラは何周も巡めぐった。

　いつの間にか、眠ってしまっていたようだ。同じ座席に移ったピートがふわふわして温かかったせいかもしれない。

　なんかちょっとだけ、ぬいぐるみを抱いて寝るひとの気持ちが判ったかもだ。

　ゴンドラは丁ちよう度ど、てっぺんにあった。

　外はすっかり陽ひが沈み、真まっ暗くら闇やみだ。とおくにぽつりぽつりと見える街灯がやけに鮮あざやかだった。

「空から見る夜って、こんな風ふうだったのか」

　住宅地の一部に、ぽつんぽつんと数軒の家に灯あかりがともっている。片方の指で数えられる程度だから、あれがどの家の灯りで、あそこの家には灯りがついてないからまだ誰だれも家に帰っていないんだなとか、よく判る。灯りのついてない家というのは、那な由ゆ多た家けのことだ。

　那由多家の一番近く、それでも少し距きよ離りのある家には、灯りがついている。カノコの家うちだ。

　急にカノコの顔と、彼女の言葉が思い出された。

「やっぱ────……ないんじゃん」

　家の灯ひ。

　たぶんもう、カノコも帰ってきているかもしれない。

「オレも、もう帰るか……」

　そう、独り言ではなく、ピートに言った。

　と──

「あれ？」

　一いつ瞬しゆん、カノコの家うちの灯あかりが揺ゆらいだように見えた。

　そして、すぐにもうひとつすごく小さな灯りがともり、それは動き出した。

　おそらく、自転車のライトだ。

「カノコ……？」

　暗くて姿は確かく認にんできなかったが、それがカノコの乗る自転車だと思えた。

　何ど処こ行くんだ？　こんな時間に。

　学校に忘れ物か？

　ソラとカノコは普ふ段だん、学校まではケーブルバスを使っている。

　本当はこの住宅地に駅ができるはずだったが、開発の中止が決まったと同時に、駅の建設も白紙になった。結局、駅はできたことはできたが、ここから少し離はなれた場所にだ。

　バス乗り場まで自転車で行ってもいいが、ソラとカノコは、何な故ぜか歩きでそこまで行っている。

　たぶん、いっしょにいる時間が楽しかったからだ。

　だから、自転車ではなく、ゆっくりと歩いて行く。

　どちらかがそうしようと言い出したワケじゃなくて、自然とそうなった。最初からふたりしかいなかったけど、それでも、仕方なくそうなったワケじゃないと思う。

　きっと、互いに互いを必要としていたからだろう。

　ソラは、そんな気がしていた。

　でも、今は──




　　　　♪




　数日後のことだった。

　それを聞いたのは。




　──カノコが学校の先せん輩ぱいと付き合いはじめた。




　　　　♪




　観かん覧らん車しやに乗っていると、穏おだやかになれる。

　変わらぬ景色も変わって見える。

　だから、乗るんだろう。

　この小さな観かん覧らん車しやに。




　カノコは数日前から、三年の前生徒会長と付き合いはじめたらしい。

　べつに、カノコが誰だれと付き合おうが、自分がとやかく言うことではないと思ったが、「付き合ってる」と聞いたのが本人からじゃなく、クラスメイトの友人からの情報だったのが、なんだかやるせない。ここ数日、毎日ではないが、カノコといっしょに学校にきていたのに、何も言われなかった。

　けれど、今さら本人に直接、

「おまえカイチョーと付き合ってんだってな、グヘヘヘ」

　とか下げ世せ話わなことを言う気にもなれない。

　カノコとは違うクラスだから、逢あおうとしなければいくらでも逢わなくてすむ。

　とかいって、故意にさける理由もない。

　べつに、オレは傷付いてるワケじゃないんだしさ。

　そうだ。べつに──ふつうだ。

「でさ、あいつ朝から腹イテぇってずっと言ってたんだけどさ、体育のときうずくまってたら、さぼってんのかと勘違いされて教師サトーに一発殴られたんだよ」

「……へぇ」

　いつもと変わらない。

　帰り道。カノコと帰る道。

　ふたりで、いつもみたくくだらない会話をしながら帰って行く。

　ほら、ふつうだろ？

　誰に言うでもないが、そう思っていたソラはいつもよりずっとお喋しやべりだった。思えば学校を出てから話してるのは自分ばかりで、彼女はほとんど話してない。

　そんなのちょっと雰囲気を察すれば、判わかることだ。

　違う。判ってたけど。なんかイヤだったんだ。

　彼女が、違ってるってこと。

　今日きよう、この帰り道、ずっと、カノコが何かを言おうとしていること。

　それを聞くのがイヤで。本当は怖くて。

　ひとりで必死になって喋ってた。おもしろいこともおもしろくないことも、笑いながらくだらないと笑い飛ばしながら。

　それなのに、彼女は言った。

「ねぇ、ソラ──」

　聞きたくないのに。

　今日きようは、自分がずっと話をし続けて、それでお終しまいにしたかったのに。

　ずっと、このままでよかったのに。

「──あたし、先せん輩ぱいと……付き合ってんの……」

　あのときのように、彼女は少し先を歩いて振り向かずに言った。

　観かん覧らん車しやから見た光。自転車。遅い時間。走っていく彼女。

　脳のう裏りに浮かんでくる。思い出すことを拒否しても浮かんでくる。

　でも、あのときと違ってたのは、その声がはっきりとソラの耳には届いていたことだった。

「知ってた？」

　一いつ瞬しゆん、立ち止まる彼女。

　ソラも立ち止まる。

「ああ……。クラスのやつに聞いた」

「そっか」

　うつむき加減にまた歩き出した。

　ソラも歩き出す。

「べつに……隠かくしてたワケじゃないんだ……」

　カクサレタママノホウガヨカッタ。

「なんかさ……」

　そのままカノコは言葉を続けず、ふたりはしばらくただ歩いた。

　ズットシラナイママデ。

　いつもの道がやけに長い。歩いても歩いても先があって、その先に追い付いたと思ったら逃げて行くようなそんな感じがする。

　息苦しい。

　暑くもないのに、身体からだ中じゆうから汗が噴ふき出してくる。

　早足でもないのに。呼吸が乱れる。

　彼女が歩くのを止とめたかった。

　その背中に追い付いて、肩をつかんで、振り向かせれば苦しくなくなるかもしれないのに。

　けど、できなかった。

　ソラは、ただ彼女の歩く背中を追いかけ続けた。

　そして、カノコは自分でソラに振り返った。

　泣いてた。

　なんで、泣いてんだ。

「……ごめんね」

　なんで、謝あやまんだ。

「あたし……ここを出たいと思ったの」

　それは聞いた。

「それを思いはじめたのっていつだったか忘れちゃったけど……。ずっとソラといっしょだったから、きっと、またいっしょなんだろうなって思ってた」

　オレは……、

「けど、違うんだよね。ここから出たいとか……ソラはそんなこと思ってなかったんだよね」

　だって……それは、おまえが……傍そばに……、

「だったら、あたしもここに残ろうかなって、そう考えたんだけど。ダメなの……。ソラといっしょにいたら……たぶん、ダメなの……。あたしもソラも……」

　判わかんねぇ。

　何がどうダメなんだ。

　オレとおまえがいっしょにいることが、どうしてダメなんだ。

「そんなこと考えてるとき、あの人に……生徒会長に告白されたの……好きだって」

　オレは、おまえがいれば、それでよかったんだ。

　それだけで、よかったんだ。

「先せん輩ぱいは、やさしくて、あたしのことだけ見ててくれる。あたしの知らないことたくさん知ってて、たくさん教えてくれる。あの人といたらあたしが見れなかったモノ見れるかもじゃない」
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　そんなことが聞きたかったんじゃない。

　あの日、聞けなかった言葉……。

「あたし、ソラのこと好きだよ。きっと、一番好き。──でも、ダメなの。ソラじゃダメなの」

　そう言って、彼女は、決けつ壊かいしたダムのように泣なき崩くずれた。

　夕暮れの冷たい風に冷やされたアスファルトの上に座り込んで、わんわんと泣いた。

　ソラは、何もできなかった。

　何も言えなかった。

　彼女を支えてあげることも、「泣くな」とたった一言だけでも言えなかった。




　もう、何もかもが判わからなくなってた。




　　　　♪




　彼女は、なんとか自分の力で立って、また歩き出した。




　ソラは家に向かう彼女の背中を見送り、自宅の前まできたが、急にくるりと向きを変えた。道を逆行する。

　歩みは、次第に早足になる。それから、駆かけ足になって、ついには全力疾しつ走そうしていた。

　べつに、ふつうだろ？

　なのに、なんでこんなに苦しいんだ。

　なんで、こんなに寂さびしいんだ。

　なんで、こんな頭んなかがぐちゃぐちゃなんだよ。

　べつに、ふつうなんだろ？

　なんにもおかしくねぇよ。

　笑えるだけだ。

　こんなの。

　でも──

　どうしてこんなにも不安なんだろう。

　どうしてこんなに寂しいんだろう。

　不安じゃなかったのは彼女のせい。

　寂しくなかったのは彼女のせい。

　不安になったのは、彼女のせい？

　寂しいのは彼女のせい？

　彼女がいないと。

　こんな当たり前のこと、前から判わかってたのに。

　気付いたら、遊園地の前に立っていた。

　中で、やさしげな表情を浮かべる老人とゴールデンレトリーバーが待っていた。







　風もないのに、観かん覧らん車しやは微かすかに揺ゆらいでいる。

　観覧車のゴンドラから見える遠く。まだ、夜がくるには早すぎると、空にはオレンジと紫むらさき色いろががんばっていた。

　夕焼けを見ていたら、ワケもなく泣きたくなった。いっしょに乗っていたピートを抱きしめて顔をその毛むくじゃらに埋めた。けど、泣かない。泣いてもどうしようもないことくらいは判ってる。

　ピートは急に抱きしめられたのに逃げようともせず、むしろ、ソラを甘えさせてくれてるようだった。よけい泣きたくなった。

　走そう馬ま燈とうというのは、死ぬ間ま際ぎわとかに見るモノだと思っていたが、この瞬しゆん間かん、溢あふれるほどの思い出が、ソラの中を駆かけめぐっていた。

　どれもこれもカノコとふたりでいる場面ばかり。

　ずっといっしょだった。

　この、時の止まってしまった街にやってきたときから。

　誰だれもいなくて、さみしくて泣きそうになるとき傍そばには彼女がいた。カノコがさみしくて泣きそうになるときは、ソラが傍にいた。

　喧けん嘩かをするにも相手は、彼女しかいない。

　喜びを分かち合えるのも、彼女だけだった。

　彼女が少し前を歩いていた。

　その背中を見ながら、くだらない話をたくさんした。

　何もなかったけど、遊ぶには十分だった。

　あの公園で、

　ふたりっきりで鬼ごっこ。

　でも、夏の間の短い魔ま法ほうは、ふたりを三人にした。

　ふたりでも三人でも、広すぎる公園で、遊んだこと。

　思い出の中のボブカットのあの娘こは、笑え顔がおだ。

　笑いながら、言うこと。

　声が聞こえる。

　オトナのようで、すごく幼いような不ふ思し議ぎな声で、あの娘は言う。

「何もないから。何も失なくなっちゃうワケじゃないじゃん。だって、キミはここにいるし、彼女もここにいるんだよ。それなのに失なくす？　全部、失くすの？」

　あの娘この黒目がちな瞳ひとみが真まっ直すぐに、ソラを見ている。

「何もないと思っているうちに消えちゃうよ。大切なモノも──自分も。変わらない場所で、変わるモノが見付けられるなら、キミもきっと────」

　あの娘は……真っ白い姿だった。髪も肌も透すき通りそうなくらい白くて。その腕に抱えた黒猫がやけに鮮あざやかに見えた。




　──リン。




「…………あれ……？　眠って……た？」

　しかし、観かん覧らん車しやはほとんど動いてなかった。ゴンドラから見える景色。沈む陽ひが、まだまだ赤く燃もえはじめたばかりだった。さっきから、ほんの数秒しか経たってないことが判わかる。

「なんだっけ……今の……」

　夏の魔ま法ほう。あの娘は、どうしてあそこにいたんだっけ？

　あの娘は、なんて言ってたんだっけ……？

　うまく思い出せない。

「べつに、いいか……。そのうちまた思い出すだろ……」

　公園のベンチに座ってたときは、思い出せたんだ。

　観覧車は何周かして、夕焼けがその短い役割を終えたころ、ソラはピートとゴンドラを降りた。下では、老人がコーヒーの入った銀ぎん色いろのマグカップを持って待っていてくれた。

　ソラと老人は、園内のベンチに腰かけた。ふたりの足もとに、ピートが前脚を交差させるおかしなポーズで寝そべる。

　そんなピートの様よう子すが微ほほ笑えましくて、心の中で重たくのしかかっていた何かが少しだけ軽くなったような気がした。

　気がしただけかもしれないけれど、それでずいぶん救われたのは本当だ。

　老人が淹いれてくれたコーヒーを口に運ぶ。

「あま……っ」

　ソラはうなってしまった。

　コーヒーがひどく甘い。

　すると、ハッハッハッハ、と老人が笑った。

　まさか、これは悪戯いたずら？　とか思ったが、そうではなかった。

「すごく悲しいことがあったんでしょう？」

　老人が訊きいてきた。

　いや、べつに……。と返そうとしたが、その前に老人が言葉を続けた。

「悲しいときや気分が沈んだときは、甘いモノがいいんですよ。だって、ねぇ。おいしいケーキやクッキーを食べるとなんだか幸せな気分になるでしょう？　それは幸せの味なんです」

　うまくは言い表せないけれど、そのとおりかもしれないとソラは思った。

　しかし、一方で少しばかり気になることがある。

「──ですよねぇ？」

　そう言う老人は、ソラではなく誰だれか他ほかに、ソラとは正反対の方に向かって同意を求める。

　それはベンチの端はしにひと一人分くらいぽっかりと開あけられたスペースに向かって。まるで、隣となりに誰かが座っているみたいに。

　うーん。やっぱり、このひとボケちゃってるのかもな。

　ソラは、母方の祖母のことを思い出していた。

　祖母は、祖父が死んでしまってからすっかり弱り、数年前から痴ち呆ほうの症状が見られるようになった。たまに、誰もいないのに空気に話しかけるように会話をしていたりする。なんとなく母親のことは判わかるようだけれど、ソラのことは認にん識しきしてくれない。というよりもむしろ、別人だと思っている。──祖父だと。

　だから、ソラが祖母のところに行くと今にも泣き出しそうなくらいよろこんでくれる。

　でも、自分のことをよろこんでくれるんじゃない。ただ、そう判っていても、寂さびしくはない。祖母が幸せそうだと、ソラもなんとなくそれでいいと思えた。

　祖父は、老舗しにせ問どん屋やの買い付けを担当していて、いつも国中、世界中を飛とび廻まわっていた。

　家を空けることがほとんどで、祖母はいつでもそんな祖父の帰りを待っていた。

　ただ、待つこと……。

　それはどんな気分だろうか。

　ただ待つのは、寂しいかもしれないけれど、出て行く人のことを考えれば、そうでもないかもしれない。

　帰る場所があれば、きっと戻ってくる。

　待ってることは、きっと寂しかったり切なかったりするだけじゃないんだ。

　そんな風ふうに思えた。

　それから、ソラはポツリポツリと話をはじめた。今日きようあったこと。カノコのこと。そして、自分の気持ち。

　話してしまえば、この心の中のもやもやも晴れるかもしれない。べつに晴れなくてもいい。話すことで見えるモノもあるだろう。見付かるモノもあるだろう。

　それでいいんだ。

　ソラが話しはじめると、老人はちゃんと耳を傾けてくれた。けど、何も言わず黙だまったまま、ときどきうなずくだけだった。それでも、ソラが話を終えたとき、老人はただ、

「──そんなものですよ」

　と、にこりと微ほほ笑えんだ。

「足跡なんて残らないのかもしれません。いつも風が吹ふいてさらっていってしまいます。……うん。そうです。……はい。君の言う通りでしょうね」

　また、老人は空間に話しかける。会話の中に、間まがあったところからすると、ちゃんと老人には相手がいて、その誰だれかとの会話が成立しているんだろう。




　ソラは帰り際、コーヒーの礼を言ってから、

「また、きてもいいですか……？」

　と訊きいた。

　老人は、にっこりと笑いながらうなずいてくれた。

「もちろん。ここは待ち人がくるところ。私もずっと待っていました。そして、誰もがそうであるように。じゃないと消えて失なくなってしまう。誰かに忘れられて、誰も思い出せなくなる。私も君も。だから、ここがあるんです」

「え？　……あ、はい。ありがとうございます」

　一いつ瞬しゆん、老人が妙なことを言うものだからあっけにとられた。しかし、不ふ思し議ぎとなんとなく言っていることが判わかるような気がして、納なつ得とくした。祖母の感じと似ているからかもしれない。

　ただの独り言のようで、全部に意味がちゃんとある。注意深く聞いていれば、それがなんとなく判ってくる。

　ソラはもう一度、老人とピートに礼を言って、遊園地をあとにした。




　────リン。







　何もない場所。

　何もない。

　ソラは、気付いてなかった。

　そこには、本当に何もないこと。




　　　　♪




　ソラが家に着くと、さすがにもう母親が先に帰っていた。

「ただいまー」

　キッチンに立つ母親に帰ってきたことを知らせるように言うが、母親はソラに気付かない。

「ん……？」

　そんなに小さな声で言ったワケでもないので、声は届いているはずだ。考えごとをしているようにも見えない。まあ、料理に気を取られているだけだろう、と気にせず、ソラはキッチンに入っていった。

　しかし──それでも母親はソラに気付かなかった。

　こんな近くにいるのに。ソラがいる冷れい蔵ぞう庫この前から母親が立っているところまで一メートルほどしかない。なのに、どうしたのだろう。

「母さん？」

　ソラは、さっきよりも少し大きめの声で言った。

　母親は空そら耳みみのような反応を示し、首をひねった際に、ようやくソラに気付いた。

「わっ!?　なによ、そんなとこに立って。帰ってきたんなら、ただいまくらい言いなさいよ」

「言ったよ」

　母親はひどく驚おどろいていた。ソラがテレポーテーションか何かでいきなりそこに現れたみたいな言い方だった。

　まったく、しっかりしてよ。母さん。

　ソラはそう言おうとして、ハッと口をつぐんだ。

　母親のセミロングくらいの長さの髪の中に、白いモノを見付けたからだ。

　白しら髪がが生はえてる。

　今まで、ぜんぜん気付かなかった。

　十年間何も変わらないようなこの家で、何かが少しずつ変わっているんだ。

　オレの目め線せんが少しずつ高くなっていったみたいに。

　母さんも……。

　きっと、自分がいたのに気付かなかったのは、疲れのせいだったんだろう。

　このところ、母親はパートの時間や回数を増やしていた。

　那な由ゆ多た家けの暮らしは貧しいというワケじゃない。ただ、厳きびしいのは厳しい。両親がソラにはそう感じさせないようにしているだけで。家のローンだってある。

「なんか、手伝う？」

「あら、めずらしいのね。じゃあ、これ洗ってくれる？」

「オッケー」

　ソラはリビングのソファに鞄かばんを放ほうり上着を脱いで、それからまたキッチンに戻った。

　母親に言われた洗い物をしながら、ソラはぼんやりとカノコが言っていたことを思い出していた。老人に話を聞いてもらったおかげか、少しは冷静に振り返ることができた。

　いつかは、ここを出ていくときがくる。

　漠ばく然ぜんとは思っていたけれど、カノコはずっとそればかり望んでいたのかもしれない。

　だから、ソラとはいっしょにいられないと思ってしまった。

　ソラは望んでいないから。

　何も望むモノも希望もない。

　見たいモノも、手に入れたいモノも、自分の中の空白を埋めるモノも。

　何な故ぜなら、それらは全部、カノコにもらっていたからだ。

　当たり前のように傍そばにいて、当たり前のように必要として。

　必要なモノは互いで埋め合ってた。そうだと思っていたが、カノコはもうソラから離はなれる決心をした。

　ソラといるのが一番、しあわせ。でも、それでは自分を見失う。

　何かがほしいと思っている自分も、何かを見付けたいと思っている自分も、全部、必要なくなってしまう。それじゃ、意味がない。堀ほり江えカノコという人間は意味がなくなってしまう。

　彼女はそう考えた。

　──そして、彼女は決めてしまったんだ。

　オレは……、もう……。

　胸が締しめ付けられるみたいに痛くなってきた。

　話をしたから、マシになったと思ったけれど。マシになったくらいじゃ、治まらなかった。

　結局、また痛い想おもいをしている。

　こんなことなら、もっとカノコのこと考えておけばよかった。

　もっと、カノコのこと見ておけばよかった。

「あたしね。ここを早く出たいんだ」

　そんな短い科白せりふが今さら、ひどく重くのしかかる。

　ソラは、これからなんて考えたことがなかった。

　そして、よけいにこれからを見失っていた。

　泣きそうになるのを一いつ生しよう懸けん命めいこらえながら、ソラはただゴシゴシと洗い物をする。

　と、母親が鍋なべの油の温度を気にしながら話しかけてきた。

「今日きよう、遅かったけど。どっか行ってたの？」

「あ、うん。ちょっと、遊園地みたいなとこに」

「遊園地？　また遠くに行ってたのね、へぇー。カノコちゃんといっしょ？」

「……ううん。違う」

「そ？　最近、カノコちゃんに逢あってないけど、元気にしてるの？」

「元気だよ」

「なら、たまに顔見せてって言っといてよ」

「判わかった」

　──判ってない。

　なんて、カノコに言えばいいか。判らない。

　話ができるかどうかも判わからない。

　カノコは、ここを出て行くんだ。

　だったら、オレはどうすればいい……。

　どうしたらいい。




　　　　♪




　次の日。ソラは、誰だれとも口をきかなかった。

　クラスメイトにも話しかけなかったし、話しかけられもしなかった。

　もちろんカノコとも。

　一日中、ずっと窓の外ばかり見ていた。

　いつもはぼんやりしていたりするとこれ見よがしに注意する化学の教師にも、不ふ思し議ぎと怒られることもなかった。

　存在感を消す。ってこういうことか。

　ソラは自分の冗じよう談だんが笑えるどころか、妙に今の自分にしっくりきていて、納なつ得とくしてしまった。

　しかし、誰ともコミュニケーションを取らずに一日を終えるのも気分的に嫌いやな感じなので、やっぱりあの遊園地に自然と足が向いていた。

　ピートに昼に残したパンでもあげよう。観かん覧らん車しやに乗って、あの甘すぎるコーヒーを飲ませてもらったり。

　遊園地までくると、あいかわらずうらぶれた様よう子すに改めて驚おどろきを覚えた。

　なんで、ここってやってんだろ。

　ひとがいない。ひとがこない。誰もいない。

　いるのはサンタクロースみたいな風ふう貌ぼうの老人とおっきなゴールデンレトリーバーだけ。

　この入り口は誰のためのモノで、あの観覧車は誰のために廻まわってるのか。




　──リン。




　遠くで、なのに、すぐ近く耳もとで聴きこえるような、鈴の音ねが鳴った。

「あ……っ」

　一いつ瞬しゆん、遊園地全体が揺ゆらいで見えた。

　ほんの一瞬だった。だから、錯さつ覚かくかめまいか、そんなもんだろうと思ったが、何な故ぜか、中に入ることがひどく躊ちゆう躇ちよされた。

「今日きようは、乗っていかないのですか？」

　遊園地の入り口、すぐのところに老人が立っていた。その傍かたわらには、ピートがいる。

「観かん覧らん車しや。乗らないんですか？」

　いつも笑っている老人。

　小さな観覧車。

　おっきな犬。

　うらぶれた遊園地。

　何もない場所にある。

「あの……なんで……」

　言葉が出てこない。

　頭の中で声が鳴る。

　オトナのようで、すごく幼いような不ふ思し議ぎな声。

　あの娘この声。

　──何もないから。何も失なくなっちゃうワケじゃないじゃん。

　夏の間だけの魔ま法ほう。

　──だって、キミはここにいるし、彼女もここにいるんだよ。

　赫あかい靴くつ。真っ白い髪の毛。透すき通りそうな肌。

　──それなのに失くす？

　違う。

　違う！

　あの娘じゃない!?

　誰だれだ。こいつ、誰なんだ。

　オレの頭の中にはっきりと、いないのに、いるんだ。

　──全部、失くすの？

　黒目がちな瞳ひとみが真まっ直すぐにソラを見る。

「言ったでしょ。何もないと思っているうちに消えちゃうって」

　はっきりと見えた。

　真っ白い姿の少女。鮮あざやかに赫い靴をはいてる。

　傍らに、いっぴきの黒猫。やけに大きな鈴を付けた黄おう金ごん色いろの瞳の猫。

　黒髪の、ボブカットの、あの娘じゃない。

　あの娘は、あの夏に確たしかに存在してた。

　けど、こいつは、きっと、ここにいない。

　それなのに、老人の瞳はしっかりと少女を捉とらえている。

　ずっと、老人が話しかけていたのは、この真っ白い少女だったんだ。

　ベンチに座って、話を聞いてもらったときも、最初、ここにきたときも。

　いないのに、いたんだ。

　そして、この遊園地も────

「なかった。こんなモノ……ホントは何ど処こにもなかった……」

　ありえないはずの事実が、噓うそみたいな事実が、冗じよう談だんのように受け止められている自分がいる。

　──本当はこんな遊園地、最初から何処にもなかったんだよ。

　ソラは、あの日、あるはずのない遊園地に行った。

　それはここだ。

　ここにはない。

　でも、ここにある。

　そうだ。十年前。この街にやってきたときから、ここには何もなかった。

　遊園地なんて、なかった。

　なのに、いつもそこにあって、いつからかそこにあって。いつもソラには見えていた。




　──遊園地？　また遠くに行ってたのね。




　だから、母親は昨日きのう、あんなことを言った。

　遠く？　こんな近くにあるのに。

　そりゃそうだ。母さんは、知らなかったんだ。

　見えなかったんだ。この遊園地が。

　オレは、それを知ってた。

　最初から、ここにあって、ここにないことを知ってた。

　入ゲ場ー口トに吸い込まれるように、一歩また一歩とソラは遊園地の中に踏み入っていく。

「ここは……いったい……？」

　すがるようにソラは老人に訊たずねる。

「前にも言ったけれど、ここは待ち人がくるところなんですよ」

「待ち人？」

「そう。それぞれ理由は違うかもしれませんが、ここは何かを待つ人がくる場所。私もそうです。私も待っているんです」

「……待ってる？　なにを？」

「迎えを待っていたんです。真っ白い花のようなね」

　──真っ白い花のような。

　それは少女の姿をしていて、黒猫をつれている。

　知ってる。

　ソラは、その少女にもう出で逢あっている。

　そうなんだ。

　こうなることをずっと前から教えてくれてたのに。

　ずっと前から伝えてくれていたのに。

　オレは、気付けなかった。

　これも、カノコのことも、老人のことも、この遊園地のことも。

「待つのも悪くないモノですよ。君も待ってるんでしょ？　待ってみるといいですよ。──ようこそ、待ち人の遊園地へ」

　そう言って、老人はぺこりとお辞じ儀ぎをした。




　そして、ソラは──消えた。




　　　　♪




「──あれ？」

「どうしたの？」

　帰り道を歩いていたカノコと彼女の恋人は、ういういしい微妙な距きよ離り感かんを保ちながら並んで歩いていた。が、カノコが急に何か後ろ髪を引かれるようにして立ち止まった。

　前の生徒会長だったその彼は、不ふ思し議ぎそうにカノコの顔を覗のぞき込む。

「あの……あたし……」

「どうかした？」

「……いつも……先せん輩ぱいといっしょに帰ってました……？」

「えっ？　いや……ええっ？　なに、僕なんかまずいこと言った」

　カノコの雰囲気がいつもと違うことに、彼はひどく動どう揺ようした。

　自分は何かしてしまったんだろうか。彼女は怒っているのだろうか。

「あ……っ。ち、違います。ただ、あたし……いつも、誰だれかといっしょに帰ってたんです」

「えっと……それって、…………あれ？　誰だっけ？　僕……なワケないし。友達じゃなかった？　あ……。でも、キミの家がある地区って、子供がキミしかいなかったんだよね」

「はい……でも、なんか違うんです。友達……てゆうか、もっと……大事な……」

「……思い出せないの……？」

「いえ……そんな…………はい……」

「うーん。そんな大事なひとだったら、忘れないと思うんだけど……」

　カノコは彼の言う通りだと思いながらも、頭の片隅では違和感を感じていた。

　それは忘れるというより、削り取られたという方が正しかった。

　カノコの中の一番〝大切〟なそれは、消え去っていたのだから。




　ソラは、何ど処こにもいなくなっていた。

　ふたりが育ったあの場所からも、学校からも、街からも、何処からも。

　ソラは、消えていた。

　いなくなっていた。

　最初から──いなかった。

「忘れられたんじゃない、消えたんだ。オレは。そうだろ？」

　ゆっくりゆっくりとめぐる観かん覧らん車しやの中で、ソラはぼんやりと見える景色に視し線せんを向けていた。

「うん」

　目の前の席に座っているのは、真っ白い少女。

　黒猫を膝ひざに抱え、同じように外を見ている。

「あのおじいさんは、もうここには帰ってこないのか？」

　目線は外に向けたまま、ソラは訊きく。

「帰ってこないよ。だって、もう、連れてっちゃったから」

「そうか……」

　老人は、この少女が連れて行った。
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　それが少女の役目だから。

　──死神の。

「これから、どうするの？」

　今度は、少女が訊きいた。真まっ直すぐにソラを見て。

「待つよ。おじいさんがさっき、別れる間ま際ぎわに教えてくれたんだ。──ここで待っているから見付けられるモノもある。ってさ。ここにいても見付かるモノがある。ここでしか見付からないモノもある。判わかってたんだけどな、オレも。こうなってからじゃ、遅いか……」

「遅くない、と思う……」

　やけに弱々しく少女は言う。

　今にも泣き出しそうな、様よう子すだ。

「モモ……」

　そう言って、そんな少女を黒猫が心配そうに見つめる。

　まったく。オレは……。

　こんな子に心配されて、それでこの子を黒猫が心配してる。

「……なんていうか、まあ、このままでいいんだよ。おじいさんもそうしてた。あんなしあわせそうな顔してたんだから、大丈夫だよ。オレも」

　真っ白い少女は、もう何も言わなかった。

　そっと、黒猫の小さな額ひたいを撫なでるだけで。

「この遊園地で、この観かん覧らん車しやにでも乗って待つことにするよ。世界を見下ろしながら、待ってる。待つべきものがくるそのときまで──」




　いつか、老人は、白い花に迎えられた。




　いつか、少年は、いっぴきのゴールデンレトリーバーといっしょに観覧車に乗っていた。




　いつか、やってくるのを待ってた。

　ぐるぐるとめぐる観覧車の中で、待ってた。




　待つべきものが見付かるときを待ってた。

　誰だれかを待って。

　しあわせを待って。




　また、




　笑える日を、




　ただ、待ってた。








Everything But The Girl -fin.
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　　　　♪




　昔、映画で観みた。




　若い男女が小さなバンに乗って、北へ北へと向かうロードムービー。そういうなんだか青春な映画のほとんどが、旅を通して〝再生〟などを描いていた。

　しかし彼が観たその映画は、〝終わり〟をテーマとして謳うたっていた。

　映画の中の男女は、北の海を目指していた。

　──死ぬために。

　そして、今、彼が置かれた状況も驚おどろくほど、その映画に酷こく似じしていた。

　男と女。車に乗って、北を目指す。海のある場所。

　助手席の女は、口くち癖ぐせのようにこう言う。

「あたしを殺してよ」







　彼に運がなかったのは、今も昔も変わらずだ。

　巻き込まれ体質で、流されやすい。根っからの不幸症だった。

　彼にしてみれば、それは逃げるための手段で、生き残るための選せん択たくだったかもしれない。一方で、彼女にしてみると、それが同じ逃げるための手段だったとしても、違っていたのは、選択だ。彼女には、死ぬための選択だった。

　それは、彼にとって、おそらく、不幸以外の何でもなかった。







　世の中には、本当に運の悪いヤツ、ついてないヤツというのが確かく実じつにいて、街を歩けば財さい布ふを失なくし、雨の日には傘かさをパクられ、仕返しのようにパクったチャリンコで走り出した三十秒後、ポリスメンに捕まる。

　まあ、ようするに、──俺おれとか？

　もしくは、俺とか。




　つまり、俺はツイてない。




　ってことだ。




　　　　♪




　彼は、何な故ぜだか目め隠かくしをされ手足を縛しばり上げられ、何故だか真っ暗な部屋の中に閉じこめられていた。しかし叫び声を上げようにも、口を強力な粘着テープで閉じられているため「んーんーっ！」と、うめき声を上げるのが精一杯だった。

　暗くら闇やみと身動きのとれない恐怖。ここは何ど処こなのか、自分に何が起こっているのか、まったく把は握あくできてない。真冬の寒さに、縛られた手足は血の気けが引いて冷たくなる。まるで自分の手ではない、マネキンや蠟ろう人にん形ぎようの手がくっついてるみたいだった。これ以上このままの状じよう態たいでいたら、確かく実じつに手足がもげる自信がふつふつとわいてきた。

　しかも、縛られて身動きのとれないまま放ほうり投げられたので、体勢を立て直すどころか、イモムシのように這はい廻まわるくらいしかできない。視界のない中それでも、十分暴れ廻ってようやく彼は、ここがコンクリート塗ぬりの六畳くらいの部屋で、何も置いてないただの空間だということを理解した。

　手も足も感覚がなくなってきた。もう動くのにも疲れた。

　なんでこうなるかなー。彼は、何も見えない何も聞こえないここで、ぼんやりと思い出していた。今日きようは、珍めずらしく朝からツイてると思ったんだけど……。




　バイトも休みで、前日そのバイト代が入ったばかりだった。

　早朝からパチンコ店の前で、くたびれたおっさんや気合いの入った主婦や無む職しよくのにーちゃんや、何があったのかしらないが会社をさぼったらしいサラリーマンたちと今か今かと列になって彼は開店を待っていた。

　他ひ人とのことは、どうでもいい。肝かん心じんなのは、このなけなしのバイト代をいかにして増やすかだろう？

　ここ一ヶ月間のパチスロの戦せん績せきは、五戦三勝二敗で勝ち越している。しかも、二連敗からの三連勝だ。キテる。確かく実じつにキテる。

　平常心だ平常心だ。と自分に言い聞かせながらも、欲丸出しの心の中は、熱あつく燃もえたぎっていた。二月の寒さも感じない。厚着してるし。

「それでは開店でーす」

　というやる気のなさそうな店員のおねぇちゃんの声と同時に彼は、サラリーメンを押しのけ、主婦に押しのけられ、パチスロ台にかぶりついた。

　そして、結果は、

「勝ったっ！」

　数時間で、バイト代が倍近くになった。

「うひひひひ……っ」

　昼下がり。豊かになった財さい布ふの中を何度も眺めては、悦えつにひたる。にやけ面づらがまったく締しまらない。今日きようは、これまでで一番の勝ちだ。短時間だったのに。

　そりゃ、自然と笑えみもこぼれてくる。にやつきながら歩いていると、すれ違うひとに変な目で見られるけれど、それも気にならない。

　何な故ぜなら、俺おれは勝利者だから！

　しかし惜しまれるのは、午後から約束があって、パチスロを途と中ちゆうで止やめなくてはならなかったことだ。

「ったく。まあいいか。逃げるが勝ちってゆうしな」

　そんなことをひとりごちて、コンビニで買った熱あつい缶コーヒーを片手に待ち合わせの場所へ向かった。

　待ち合わせ相手は、彼のバンド仲間。いいかげんだけれど、なかなか気のいいヤツで、付き合いは中学のときからもう十年以上になる。中学三年のときに、そいつに「バンドやんね？」と言われたときは、まさかこんなになるまで続けるなんて思ってもみなかった。今では、どっぷり。生活のほとんどをバンド活動に捧ささげる身となってしまった。

　そのわりには、パチンコやパチスロ、競けい馬ばに麻マー雀ジヤンとギャンブルに手を出して、火傷やけどすることが多々あるが。

「まあ、やけどするって判わかってて火の中に飛び込むのもパンクだろ、パンク」

　などと、彼は自分を納なつ得とくさせるためだけの文句でやはりひとりごち、勝ったばかりで潤うるおった財布の中から、一万円札を切符の券けん売ばい機きに突っ込んだ。

　電車を使うと、目的地までの運賃は、二百九十円。小銭もあったが、なんだかお札さつを使いたい気分むんむんだった。

　完全に浮かれていた。

　そのときまでは。

　あのまま、浮かれてどっか飛んでいってしまえばよかった。

　あのまま、パチスロしてればよかった。

　あのまま、勝てなくて、大損してもよかった。




　なんて──ツイてねぇんだ。




　待ち合わせはいつもの駅前のロータリー。

　いつまでたっても、あいつはこなかった。あいつのケータイ止まってるから、電話してももちろん出ないし。確かく認にんなんてとれなかったんだよ。

　週に何回もスタジオやライブハウスで逢あってんのに、珍めずらしくバンド以外で逢いたいなんていうから、ちゃんと時間通りに（十分遅刻したけど）きたのに。

　なんで、あいつはこないんだ。

　なんで、代わりにきたのが、

　とってもコワそな、『ヤ』の付く職しよく業ぎようのみなさんなんだよ！

　待ち合わせの場所に立ってたら、笑え顔がおで黒服のみなさんがやってきて、笑顔で誰だれもいない路地に連行されて、そして、笑顔で羽は交がい締じめにされ車に押し込まれた。

　何度か頭をぶん殴られて気を失って。気付いたときには、全身縛しばり上げられてた。

　ここは何ど処こだ。

　……いや。

　判わかってる。

　もう、なんとなく判ってる。

　判ってしまった。

　俺おれは、あいつの代わりにここへ連れられてきたんだ。




　あいつ、────バックれやがった！




　　　　♪




　彼の親友は、金に困ってた。ずっと大事にしてた単車を売り飛ばさなくてはならなかったほどの借金大王。そいつが「奢おごる」なんて言うものだから、彼はひどく疑っていた。が、酒が入ってしばらくしたら、調ちよう子しがよくなってすっかり警けい戒かいも何もなくなった。騙だますとか。騙されるとか。そんなモノ、ないと思ってた。──あいつは、親友だから。

　本当のところ心の底では、親友を信じ切っていたし、裏切られることなんて、考えもしなかった。だから、たいしたことじゃないからと言いながら目の前に差し出してきた、ワケの判らない紙に、サインをした。もちろん酔っぱらってたというのもある。

　やはり、裏切られるなんて考えもしなかった。

　たとえそれが、連帯保証人の証明書だったとしてもだ。

　でも、裏切られた。

　裏切られてしまった。

　そしてあいつは借金を返せなくなり、バックレた。

　結果──借金は、俺のモノだ。しかも噓うそみたいに利子が膨ふくらんでる。

　あいつのモノは、俺のモノ。俺のモノは……誰のモノ？

　待ち合わせの場所に、人相の悪い強こわ面もての連中がやってきたのは、あいつが、彼が金を持ってくる。とかなんとか曰のたまったせいだろう。でも、その彼は金なんか持ってきてない。

　いや。金は持っていた。ほんの少し前にパチスロで儲もうけた金だ。しかしながら、そんなモノは法外な利息により膨ふくらんだ借金に対しては、スズメの涙にもならない。

　彼は捕まった。

　これからどうなるのか、想像もつかない。

　借金返済のために、噂うわさのマグロ漁船に乗せられるのか、タコ部屋に入れられるのか、身体からだを切り売りされるのか、はたまた、ただ海の藻も屑くずと消えるのか……。

　ひとつ、判わかっているのは、

　──逃げられない。ということ。

　密室に、目め隠かくし、口にガムテープ、手足は縛しばられている。

　絶・体・絶・命、山のごとし。

　あいつも、金を借りたときは、逃げるつもりなんてなかったんだろう。俺おれに連帯保証人にならせたのも、金を返す時間を作るためだったんだ。

　きっと。おそらく。たぶん。

　……と、思わなきゃやってられね。

　ツイてねぇなー。

　全身から、心から、気力が失うせていく。冷たすぎるコンクリートに突っ伏した。暴れたせいで上気した身体から、どんどんと熱ねつが奪われていく。

　このまま凍死でもしてしまった方が、いくらかマシかもしれない。そんなことすら思ってしまう。ものすごく前向きに、ポジティヴシンキングの頂点な考えで、仮にここから出られたとして、無傷ってことはないだろう。腕の一、二本くらい持っていかれるに違いない。

　……一、二本くらいて……。腕は、二本しかないっつの……。

　じゃあ、足たりなくなったら、足か。

　足。……だろうなー。でも、手足なくなったら、マグロ漁船乗れねぇしなー。

　じゃあ、内ない臓ぞうかぁ……。

　いてぇだろうなー。いや、もう、悶もん絶ぜつだな。

　苦く悶もんだよ、苦悶式。

　………………ああ…………………………くだらねぇ。

　覚悟するしか……ねぇか。

　どんなにがんばって希望を思い描いてみても、結果的には、絶望の方が大きくなる。

　それならもう、腹をくくるしかない。子供のころに観みた映画のように、無実の罪で投とう獄ごくされた主人公がひどい拷ごう問もんを受けても耐え抜き、最後は脱出する、そんなミラクルが起きる──といいのになぁ。

　彼の人生において、奇き蹟せきという単語がその効力を発はつ揮きしたことは、ない。

　が、二十五年生きてきた。これからがあるとするなら（今ものすごい生命いのちの危き機きだけど。たのむからこれからがあってくれ）まだ、人生は長い。その間に、奇蹟が起きるかもだ。それが、次の瞬しゆん間かんかもだ。

　だったら、覚悟を持って、奇蹟を待つ。

　彼は、心を決めた。




　が……、




　なんも起こんねぇ……。奇蹟こねぇ……。

　いざとなってみると、決心なんていくらでも覆くつがえる。これも二十五年の人生で自分が一番よく判わかっている。こんな風ふうに──

　ギィ、と重い金属の扉とびらが開く音が鳴った。

　人の気け配はいがする。

　目め隠かくしをされているが、うっすらと漏もれる光を感じた。しかしすぐに、またギィと鳴って光は閉ざされた。それでもまだ気配はここに残っていた。

　カツッ、カツッ、と足音が近付く。

　彼は、生なま唾つばを飲み込んだ。

　決心は、見事に覆る。

　や、や、や、や、や、べぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇッ！

　き、きたっ！

　殺やられる!!

　確かく実じつに、殺られる!!

　もしくは、マグロか!?

　漁業か！　遠洋か！

　うぉっ！　レンタルビデオ借りっぱなしだ！　やべ、延滞金が！　あっ！　エロ本出しっぱなしだった!!

　思考は際限なくバッドエンドを描く。

　気配は、すぐ傍そばまでやってきた。しゃがみ込むような音が聞こえ、そして、ポンと彼の身体からだに、手が触れた。

　その瞬間、彼の身体は縮ちぢみ上がり硬直。血ちの気けは引いて、冷や汗も出てこなかった。

　バカばかりやってきたけど、楽しいこともあった。バンドがようやく軌道に乗りそうなところだったのに。とか、人生がフラッシュバック現象を起こす。

「──助けてほしい？」

　声が言った。

「んんんっ？」

「だから、助けてほしい？」

「んんんーっ？」

「あんたこのままだと、ブタの餌えさんなるかもよ？　さっき言ってたから」

「んんーッ!?」

「どうする？　助けてほしい？」

「んぐぅー！」

　彼はなかば脊せき髄ずい反射のように答えていた。もちろん口はふさがれているので、あらん限りの力を振り絞って、首を振った。『ＹＥＳ』と。

　しかし、

「んじゃ、アタシのお願ねがいも聞いてくれる？」

「んんんーっ！　…………んっ？」

　またもブンブンと首を上下させうなずく彼だったが、頭の中に『？』が浮かび上がった。

　あれ。

　──アタシ？

　女の声!?　それも、まだ若わかっ!?

　ようやく気付いた。

　女？　ひとり？

　しかし油ゆ断だんはできない。女のうしろには十数人の漢おとこ衆しゆうがずらりと控えているかもしれない。この女が親分だとしたら、十分あり得る。

　しかし、それも思い過ごしだとすぐに判わかる。

「あ、それじゃ喋しやべりにくいよね？」

「ふがっ!?」

　ビクッと身を震ふるわせる彼を気にすることもなく、女は口をふさいでいたガムテープを無造作に引っぺがした。

　次に、

「これも……っと」

　そう言う声といっしょに目め隠かくしに手がかけられ、するりと外れた。

　何時間ぶりか。視界を取り戻した彼だったが、いきなり目に飛び込んだのは、目の前の女の顔ではなく、まばゆい光そのものだった。

　眩まぶしくて、うっ、と顔を背そむける彼に、女は、

「あっ、ごめんごめん」

　光を発していた──ケータイをいったん閉じた。

「もうなれた？」

　彼が答えるより先に再び、ケータイを開く。液晶のバックライトが点灯し、辺あたりをぼんやりと照らし出す。液晶のバックライトでもこれだけの闇やみの中では、十分に明るかった。ようやく、彼は、周囲の様よう子すと女の正体を確かく認にんすることができた。

　部屋には制服ブレザーを着た髪の長い女子高生が、たったひとり。

　拍子抜けした。

　女は、しゃがみ込んで何な故ぜか少し笑いながら、彼の顔を覗のぞき込んでいた。

「おっ、なかなかカッコイイじゃん」

　頭の悪そうな軽い口く調ちようで、女は言う。

　女の笑え顔がおが逆に怖い。ケータイの明かりが女の顔をあおるように照らしているから、さらに怖い。不ぶ気き味みさ数倍アップ。

「ヒィィィィィィッ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こーろーさーれぇ────」

「しぃぃぃぃっ！　静かにしろっての！」

　彼の動どう揺ようと困こん惑わくと恐怖など、まったく意に介さないで女は、簡かん単たんに言う。

「ここから逃がしてあげる」

「うんうんっ！」

「その代わりに、アタシを──殺して」

「おうっ！　………………………………………ん……？　はぁ〜っ？」

　意味が判わからなかった。




　　　　♪




　彼は左ハンドルの高級外車を生まれて初めて運転中。その懐ふところには、同じく生まれて初めて手にしたずしりと重いオートマチックの拳銃ピストルが納められていた。

　しかし。

　ワケ判んねぇっ！

　なんで俺おれ外ガイ車シヤの運転なんかしてんだ。

　なんで銃なんか持ってんだ。

　なんで、隣となりにキマってるみたいな女子高生がいんだよ。

　あれから──




　暗闇の中から逃げ出した。

　女子高生に手を引かれ、「こっちこっち」とビルの中、狭せまい通路をコソコソどころか、堂々と進んでいく。女は「今、みんな会かい議ぎみたいなことしてるから、だいじょうぶ」と言う。

　何な故ぜ、そんなことが判わかるのか、はたまた女は何者なのか。今、考えている余裕は彼にはなかった。

　彼が監かん禁きんされていたのは、ビルの五階にある一室だった。ビル自体は雑居のようにも思えるが、そうではないらしい。六階にいるという彼を監禁した連中だけのようだ。

　エレベーターが到着する時間も実にもどかしい。無む駄だとは判っていても、ボタンを何度も押してしまう。とにかく、一刻も早くここから逃げ出したい。マグロも身体からだバラ売りも勘弁だ。覚悟はしたけど、やっぱり生きていたい。普通に。普通が一番。

　女は、逃がしてくれる条件として、「自分を殺せ」と言った。どんな冗じよう談だんかと思ったが、もちろん彼はうなずいた。

　だって、生きていたいから。この状況から抜け出せるなら。

　命ほしさに、とっさにうなずいた。

「あのさ」

「は、はいっ。な、なんでしょう？」

　適当にうなずいたことがばれたのかと一いつ瞬しゆん思ったが、違った。

「運転できる？」

「車？」

「そう。できる？」

　女は、ポケットの中から車のキーを取り出して、彼に手渡した。

「一応、免許はある。単車のも」

　言いつつ、キーに印された高級車のマークに気付き、彼はおののいた。

　なんで、女子高生がこんなもんを……。

　でも、助けてくれるっていうんだ。

　悪いヤツじゃないに違いない。うん。

　そういう安易な発想で、今まで何度も痛い目に遭あったこともある彼だが、まるで学習していなかった。加えて、今の状況が彼に選せん択たくを許さなかったというのもあるが。

　そうこうしている間に、ようやくエレベーターが五階に到着した。彼は、ドアが開ききる前に、身体を中に滑すべり込ませた。そのあとを余裕たっぷりに女が乗る。「早くしろよ」と言いたくなったが、ぐっとこらえて、女がエレベーターに乗ると同時にドアを閉めた。

　狭せまい空間が非常に息苦しい。女は何も言わず、沈ちん黙もくも息苦しい。たかが五階を降りる間、その数十秒がやけに長く感じ、次にドアが開くと乗ったときと同様に、開ききる前に外に出た。

　ビルの玄関を出ると、すでに外は真っ暗になっていた。

「こっち」

　あとからきた女が、玄関を出たところで立ち止まっていた彼の服をつかむ。引きずられるようにして、彼は一台の車の前に連れてこられた。

　また、おののいた。

「こ、これ…………」

　想像していたモノよりも数段クラスが上の、高級車の中でもさらに高級な車種だった。

　な、なんで、こんなもんを女子高生が……っ!?

「なに、ぼーっと突っ立ってんの？　さっさとドアあけて」

「お、おぅっ」

　動どう揺ようするなという方が無理な話だ。ワケがまったく判わかってないんだから仕方がない。

　ロックを解除すると、そそくさと女は、右座席に乗り込む。

「お、おまえが──」

　運転する気か。と言いかけて、続きを飲み込んだ。車は、左ハンドル。女が右から乗るのは当たり前だった。運転するのは、自分だ。

　だから、仕方ねえだろ。外車なんて乗ったことあるわきゃねーじゃねぇか。

　そんなことを心の中でぶつくさ文句を言いながら、座席に乗り込んだ彼は、叫んだ。

「──うおっ！　やっぱ逆だ!!」

　だから、当たり前なんだ。

　左ハンドル。国産車とは違う。

　こういう状況じゃなかったら、外車に乗った感動も興こう奮ふんもあっただろうに。

　ものすごい冷静な顔で、女は言った。

「なにが？」

　つまり、この女は、俺おれとは逆だ。

　左ハンドルが、普通なんだ。

　おそらく、こんな外車にしか乗ったことがないんだろうさ。

　まったく、なんなんだよ。この女は……。

　戸と惑まどいながらも彼は、キーを差し込みエンジンをスタートさせる。幸いなことに、この車はオートマチック車だった。マニュアル車だったら、発進させるまでもっと手こずっていただろう。

「じゃ…じゃあ出発します。右よーし、左よーし……」

　律りち儀ぎに出発の確かく認にんをしながら、彼はアクセルを踏み込んだ。

　ほとんど反動もなく、スーッと車が走り出す。いちいちガクガク小刻みに揺ゆれる実家の軽バンとはえらい違いだ。

　車は、狭せまい路地を抜け、大きな通りに出た。彼は、ここが何ど処こだか判らないし、道も知らない。しかし、女も何も言わないので、このまましばらく車を走らせることにした。

　と、数分後、女が思い出したように、

「あ、そうだ。これ──」

　と言って、ブレザーの内ポケットから取り出したのは、黒い銃だった。

「うおぉぉぉぉップ！」

　横目に見ただけだったが、それが銃だと瞬しゆん時じに判わかった。彼の動どう揺ようはそのままハンドルに伝わり、車が車道をはみ出すように左右にブレた。

「ちょ、ちょっと！」

　女が悲鳴を上げ、シートの上で跳はね上がる。そのせいで、左手に持った銃が、彼の顔面に突きつけられる格かつ好こうになった。

「す、す、すいません、もうしませんッッ!!」

　映画とかテレビの見すぎだ。彼は、反射的に両手を上に挙あげていた。




　……………………。




「──ハンドル」

　冷静な女の声に、

「うおぉぉっ、アブねッ！」

　彼はあわててハンドルを握り直す。

　車は、道どう路ろ脇わきに停車してあった乗用車すれすれを通り過ぎ、体たい勢せいを立て直した。

「ふーぅ…………」

　深く深呼吸して彼は再度、横目に女を見た。

　やはり、その手には、黒い銃。

「な、な……なんですか……それは……？」

「これ、持ってて」

「ハッ!?　俺おれっすか!?　マジっすか!?」

　女は彼の返答を待たずに、

「ちょ、ちょっと、ちょっと!?」

　彼のジーンズの隙すき間まに銃を押し込んだ。

「出てくる前に持ってきたの。でも、アタシが持ってたらおかしいでしょ。誘拐されたのに」

「ゆ、誘ゆう拐かい!?　誰だれが!?」

「アタシが、キミに」

「俺が、おま、じゃね……あなた様を!?」

「他ほかに誰がいるっていうワケ？」

「……い……ません……」

　納なつ得とくせざるを得ない。ような気がする。この場合。

　まあ、頃ころ合あいを見て、こいつからも逃げよう。どっか、コンビニの前にでも停とめて……。

「──アタシ、キミを捕まえた連中の仲間なんだよね」

「…………ッ!!」

　何度、驚おどろかされたらすむんだろう。

　この女は────っ、

「まあ、うちは俗にゆうヤクザ？」

　ヤクザ？　って訊きかれてもー。

　もはや、ぐうの音ねも出てこない。

　どうりで……。

　謎なぞが解とけてきた。

　じゃあ、この女は……ヤクザ屋さんの娘さん。

　判わかってきた。だから、あそこから逃げ出すことができた。この車も、この銃も……。

　でも、なんで……俺おれを逃がしたんだ？

「キミは、アタシを人ひと質じちにして、逃亡した。つまりは、誘ゆう拐かい犯はんってワケじゃん？」

　じゃん？　って訊かれてもー。

　もー。

「逃げてもムダよ。アタシは戻って、みんなにキミにヒドイことされたってゆうし。そしたら、みんながキミのこと血ち眼まなこになって捜すだろうね」
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　そんで、『ヤ』の付くみんなにドラム缶にコンクリ詰めで海に沈められるワケね……。

　ははは……はははは…………。

「だから、アタシを誘ゆう拐かいして、遠くへ逃げればいい。それから、アタシを──殺すの」

　ギクリとした。

　こいつ……本気で言ってやがる。キマってんのか!?

　にしても、どっちにしたってダメじゃねーか。

　今すぐ、この女を車から降ろして逃げたとしても、女から連絡を受けた『ヤ』の付くみんなに捕まれば、即死だ。

　で。女の要望通り、殺やったとしても……誘拐犯の上に殺人犯!!

　ダメじゃん！

　警けい察さつに捕まって、極きよつ刑けい確かく実じつ。

　どっちにしても、死ぬじゃん！

　彼は、気が遠くなりそうだった。

　けれど、このまま気を失えば事故って──死。




　ダメじゃん！




　　　　♪




　──死神がいるってさ。

　──白い死神。

　──殺してくれるの？

　──アタシのこと。

　──殺してよ。

　──真っ白い死神。

　──ねぇ？

　──死神はいるんだってさ。







　派は手でなネオンの街中を抜け、夜道を行く。道幅に変化はあまりなかったが、確実に周囲の明かりが減り、喧けん噪そうとは離はなれつつあった。

「マジだっつーの。誘拐されたんだって。これから殺されてくるからっ」

　助手席の女子高生は、靴くつを脱ぎ座席にあぐらをかきながら、ひっきりなしにくる電話やメールに対応しながらも、彼に対して質問をしてきたりと実に忙しい。

　言ってることも、誘ゆう拐かいされたやつの科白せりふだとは思えない。

　俺おれは本当にこいつを殺やるのか？

　どうすんだ？

　──でも、今はこの女の言う通りにするしかない……。

　そんな、時間にして二時間ほどのドライヴだが、彼にも気付いたことや判わかったことがあった。

　まずは、この外車は少々目立ちすぎるということ。

　黒くろ塗ぬりで、窓にもスモークが貼はられたやんちゃな車だ。ひとが近寄ってこないのはいいが、逆にちょっと休きゆう憩けいとか停車しようモノならすぐに警けい官かんが寄ってきそうだ。

　そして、助手席の女の名前は──未み亜あだということ。

「キミは？」

　名前を訊きかれ、彼は、本名を言いかけてはっと口をつぐんだ。

　一呼吸置いて、ゆっくりとこたえた。

「──エイト」

「はっ？」

　未亜はきょとんとして、彼の顔をまじまじと覗のぞき込む。

「エイト？　て、外人？　獲エ慰イ吐ト？　違うよね」

「違っ。おま……あなたと同じ国こく籍せきです。つか、本名じゃないんで」

「偽ぎ名めいってこと？」

「うん、はい。誘拐犯が名乗っちゃダメかなって」

「まあそれもそうね。顔はしっかり見られてるけど」

「う……っ」

　痛いところ突つかれたが、それ以上正体がバレることはさけるってことで自分で納なつ得とくした。

　当分の間、俺は、エイトになる。

　うん。よし。

　──と、

「それよか、その変な敬語やめない？」

　未亜が少々くたびれたように言った。彼の、エイトの使つかい慣なれてない感丸出しの敬語は、聞いている方が疲れてしまう。

　エイトも自分が何な故ぜ敬語を使っているのか、よく判ってない。助けてくれるというので、一応、恩義を表していたつもりだったのだろう。

「いいんすか？」

「いいよ。──ウザイから」

「あー……、うん」

　敬語を使わなくていいのはよかったが、ウザがられてたとは、少々ダメージを受けた。

　街の光が窓の外を通り過ぎていく。

　車内に、どうにも気まずい空気（エイトの個人的な感想）が蔓まん延えんする。息が詰まってしまいそうだった。

　なんかゆえ。

　むしろ逆に俺おれが、なんかゆうか!?

　気まじぃ……。

「そういえばさ。なんで、『エイト』なの？」

　彼の願ねがいが届いたのか、未み亜あがそんなことを訊きいてきた。彼女は、おしゃべりな方らしく間まを嫌ったんだろうが。

「ああ、まあ。べつにたいした意味はないんだけど。昔飼ってた犬の名前が『ハチ』っつうんだ。それで」

「へぇー。わりとふっつー」

「と俺も思う。けど、可愛かわいがってたし、家族んなかで俺に一番なついてたし。なのにさー。俺が八歳さいのときにいなくなっちまったんだけど」

「へぇー。んで、その八歳の『八』も、エイトってのにかかってるワケ？」

「ん？　あっ！　ち、違……っ！」

「さむっ」

　とか言って、必死に否定するエイトの様よう子すに、未亜はゲラゲラと笑う。

「違うっつてんのによー……」

　雰囲気が和やわらいで、少しだけほっとした。それでかどうかは判わからないが、何な故ぜかこんな言葉が出てきた。

　出てきてしまった。

「──おまえさ、なんで殺してくれなんていうワケ？」

　エイトは訊いた。それもいきなり核心に迫るような問いだったが、そんな重要さを感じさせず、話のついでくらいに訊きいていた。

　昔からそうだった。

　彼は自分で思っているよりも、人間関係において遙はるかに懐ふところが広く深い。そのうえ、エイト自身が心の扉とびらをほぼフルオープン状じよう態たいで常に接しているため、相手も簡かん単たんにこっち側に入ってくる。が、その一方でそのつもりがなくてもいつの間にか、彼自身が相手のあっち側に入っていることがある。気が付くと、重い話をされていたり、引き返せない状況になっていたりする。

　もちろん、彼の流されやすい性格のせいでもある。

　少し話をしただけだが、ぼんやりとエイトは思う。

　未亜の扉は、とても頑がん丈じようそうで、何重にも鍵かぎがかかっているみたいだった。

　外から見たらそう。けれど、本当は鍵なんかかかってなくて、ノックをすればすぐに開あけてくれる。むしろ、ドアに手をかければ、すっと開くのに。

　ダレモソレニキヅカナイ。

　エイトは、べつに説教するつもりも、熱あつく想おもいをぶつける気もない。

　──死にたいヤツは、勝手に死ねばいい。

　だけど、他人に関かかわるな。死ぬんなら、どっか誰だれも知らないようなところで、死んでくれ。誰かに関わらないで。誰一人にも存在を知られないで。最初から、いなくなってくれ。そしたら、誰にも知られていないんだ。悲しくなくてすむ。でも、そんなことは無理。生まれてきた時点で、誰かに関わっている。誰にも触れなかった人間なんていない。ようするに、死ぬなってことなんだろうが。……まあ、いいや。エイトは思った。

「殺してくれって、そんな物ぶつ騒そうな話ないだろ？　なんか、あんじゃねーのって……？」

　未亜は、ケータイでメールを返信しながらつまらなそうに、でも平然とした様よう子すで言った。

「べっつにぃ。理由なんて、ないけどね……」

「じゃあ、俺おれを助けたのも……理由なし？」

「ね？」

　ね。じゃねーよ。俺が訊きいてんだっつの。

「てかさ、アタシは死にたいんじゃなくて、殺されたいの。判わかる？」

　──判んね。

　彼は、口にはせず、赤信号にブレーキを踏んだ。車は徐々にスピード落とし、白はく線せんの直前で停車する。

　何度目か、未亜のケータイに着信があった。どうせまた友達だろう。

「もういいや。めんどい」

　としかし、未み亜あはいきなりケータイの電源を切ってしまった。ポイと後部座席に放ほうる。

「いいのか？」

「いい。どーせ、誰も心配なんかしてないし。あいつらヒマしてるだけだよ」

　楽しげにメールや電話していたのに、彼女はそんなことを言った。

「心配って？」

「誘ゆう拐かいされたっていったのに。心配の『し』の字もねーの」

　──てゆうか、あんな調ちよう子しじゃ誰も本気でなんて思わないだろうが。

　現に、誘拐犯であるところのエイトも未亜が本気で「殺してほしい」なんて言ってるとは思ってない。

　青になる信号。

　アクセルを踏み込んだ。身体からだへの負荷もほとんどなく車は走り出す。

　彼女は言った。

「理由なんかない」と。

　普通は、あるだろう。理由が。

　死にたいとか。殺されたいとか。

　しかし、まあ、彼はそういった自殺願がん望ぼうや他殺願望の人間に出で逢あったことがないので、本質は判わからない。理由があったとしても、彼にはそういったひとの気持ちは理解できないけれど。

　生きていてロクなことがなかった。それでも、楽しいこともたくさんあった。生きているには、生きている分だけの幸せがあるからだ。

　それぞれに大小はあるだろうが。彼は、生きていたいと思う。だから、こんなことにも付き合っている。

「知ってる？　知るワケないか」

「何を？」

「──白い死神のこと」

「白い？　死神ぃ？」

　未み亜あの口から突然出た単語に、彼は首をひねった。

　女子高生の口から出た異様さ。それと、

　死神が、白い？

　いやいやいやいやいやいやいやいやいや。

　死神つったら、黒だろ。

　白かったら、なんかなさけねぇし。ぜんぜんかっこよくねぇ。

　だいたい、死神のタトゥーを腕に入れた知り合いのバンドマンはどうなる。それに「本当は死神は白いんですけど」なんつっても、すでに取り返しのつかないことになってんぞ。

　自分でその光景を想像して、思わず噴ふき出しそうになる。

　しかし未亜はかまわず話を続けた。

「いるよ。白い死神。マジで。真っ白い花みたいで、はかなくて、消えちゃいそうで。だけど、触れたらきっとあったかいんだと思う」

「ふーん。漫まん画がかなんかの話？」

「違う。てか、これから殺されるし。アタシ」

　未亜は、おどけるようにして笑った。殺さないけどね。俺おれは。

「でもさ。おまえが死んだら、ダチが悲しむだろな」

「さあ……。アタシは悲しくないけど？」

　いや。おまえの感想じゃなくて……。

　なんだか、世界が自分を中心に廻まわっているような言い方だ。

　しかし未亜は、そうは思ってないんだろう。そんな風ふうに思ってるヤツが、俺みたいな何ど処このどいつか判らないヤツに──自分を殺してくれなんて冗じよう談だんでも頼まないはすだ。

　むしろ、死のうとも思わない。

　だったらなんで、彼女は殺してくれなんて言うんだろう。

　考えてみても答えは──判わからない、だ。結局知っているのは、彼女自身だけ。

　彼女は、言った。

「北の方がいい。北に行ってよ。海があるところ」




　これから、どうする？

　これから、どうなる？

　逃げたから、騒さわいでるだろうな……。

　娘連れてきてるし……。

　どうなるんだろう……？




　車は、走る。




　　　　♪




　深夜。冷たい乾いた空気と、静けさに沈む田舎いなか町まち。

　近くに波の音が聞こえる。

　車中泊でもよかったが、未み亜あが、

「シャワー浴びたい」

　とか言うものだから、エイトは宿泊施設を探すことになった。

　しかし、民宿などにこの時間行けば、怪あやしまれる。うまく話をつければ大丈夫かとも思ったが、制服ブレザーを着た未亜はあからさまに女子高生。こんな夜中に女子高生を連れて歩く若い男……。不審がられてなんぼ。ちょっと印象が強すぎる……。

　仕方ない。

　だいぶ最低のプランだけど……。

「あのさ。ここ……でいいか？」

　ダメもとで訊きく。

「いいよ」

　としかし、未亜は考えもせずにあっさりとうなずいた。

　そこは、俗に言う──ラブホテルだった。

　中に入ってみると、外見のけばけばしさに負けず劣らず、これまたこてこての内装をしていた。ピンクのライトに廻まわるベッド。

「…………いつの時代だ……」

　入り口で呆ぼう然ぜんと立ちつくすエイトを尻しり目めに、未み亜あはスタスタと中に入り、バスルームの方へ入っていってしまった。

「最近の若いもんは……」

　年寄り臭くさいことを言いながら、エイトも部屋の中へ入った。

　部屋には、ベッドとソファがあった。エイトは、ベッドとソファを交互に見比べてから、ソファに歩み寄って腰掛ける。

　ザーッ、というシャワーの音がバスルームから聞こえてきた。

「こういうときにおきまりの『ぜったいのぞいちゃダメだからネっ！』とかそういう科白せりふもなしか…………。てことは、のぞいていいのか……!?　ダメか。やっぱ、ダメか……。あたりまえか。ハァ……」

　何を残念がっているのか。エイトはおかしなため息をつきながら、ソファの前に置かれたテーブルの上のテレビリモコンを手にした。

　電源を入れ、おもむろにチャンネルを変えていく。

　観みたこともないローカル番組が放映されている。

　たった数時間の移動だったが、ここが自分が住んでいた街とはまったく違う場所なのだと、ぼんやりとだけれど認にん識しきできた。

「俺おれ……こんなトコでなにしてんだろなぁ…………」

　ふと腹に手をやる。シャツをめくると未亜に渡された銃に指が触れた。それをジーンズの間から引き抜く。ずしっと腕に重さがのしかかる。鈍にぶく光に浮かぶそれは、どっからどう見ても本物。しかしリアルな作りが逆に、精巧なレプリカなんじゃないかと思わせた。

　今なら、逃げれるんじゃねえか？

　未亜あいつから、逃げれるんじゃねえか？

　どうせ、ヒマな女子高生のちょっとおかしな遊びだろう。だったら、いつまでも付き合う必要なんてない。助けてくれたことには感かん謝しやするが、これ以上付き合っても状況は不利に働くばかりだ。

　本当の本当に、誘ゆう拐かい犯はんになりかねない。もしくは、もうなってる。

「…………なにやってんだ、俺は……。ビデオ返してねぇし、エロ本出しっぱだし……。うぉっ、明日あしたのバイトどうすんだ!?　……どうにもできねえな…………」

　銃をジーンズの間に戻し、今度は尻しりポケットを探さぐった。

　何もない。

「ハァー……」

　ポケットには、昼くらいまで財さい布ふが入っていた。スロットでも稼かせいだ金がごっそり入っていた。でも、今はない。

　監かん禁きんされていた場所に落としてきたか、それとも、気絶している間に取り上げられていたか。

　銀行のカードも、免許証も入っていたのに。

　どうすんだよ。つか、俺おれ……免許不携帯じゃん。違反じゃん。捕まるじゃん。だから、捕まれねーじゃん。

　事実に気付いて、ガクッと首を折る。

　彼は、あの目立つ外車からレンタカーにでも乗のり換かえようと思っていたが、免許がなければ車を借りることができない。ここの宿泊料金も未み亜あが払ったし。

　途と方ほうに暮れるとはこのことだ。

「…………どうすりゃいいんだっつーの」

　独り言のつもりが、

「だから、アタシを殺してよ」

　としかし応こたえが返ってきてしまった。

　いきなり声がして、彼は驚おどろいてソファから数センチ浮き上がってしまった。

　未亜は、濡ぬれた長い髪をバスタオルでぬぐうような姿勢で、すぐそこに立っていた。あからさまに高校のジャージと判わかる衣服で。

　持ってきてんのか……、用意がいいなー。色いろ気け……ねぇー。

　彼の心の声が聞こえない未亜は、言葉を続ける。

「昔、映画で観みたの。愛し合ってる男と女が、世界に絶望して、車で北に北に向かって。そんで、一番北の方で、海に向かって車ごと飛び込むってヤツ」
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　エイトはふと思い当たった。その映画なら自分も観みたことがある。

　原題は『VALENTINEヴアレンタイン＋プラスDAYSデイズ』だが、『明日への逃亡』というだっさい邦題が付けられた青あお臭くさい映画。ストーリーも陳ちん腐ぷで、内容も何ど処こか古くさい。

　それは無理もなかった。映画は、二十年以上前の作品で、彼がそれを観たのは最近。バイト先のレンタルビデオ屋でタダ借りできなかったら、きっと観ようとも思わなかった。

　おもしろくはなかった。

　でも、

　どうにも、映画のワンシーンワンシーンが鮮せん明めいに頭の中に残ってる。たいした話じゃなかったのに。

　色あせたフィルム。

　なのに、鮮あざやかな冬空の薄うす青あお色いろ。

　やけに空の色が目に付く映画だった。

「映画のラスト。ヴァレンタインの日にふたりが海に飛び込むの。笑いながら、幸せそうに」

　彼女は、ラストシーンを思い出し、まるで陶とう酔すいするように顔を紅こう潮ちようさせる。

「ふたりは愛を確たしかめ合って……。アタシも、べつに愛なんてなくてもいいからさ。そんなハッピーエンドがいいなぁ」

　だから、彼女は、北に向かってくれと言ったんだ。

　そうだとしたら──

　彼は、無む性しように苛いら立だちを覚えた。

「あれが？　ハッピーエンドか？」

「そうじゃん？　だって、ふたりは幸せだった」

「で、ハッピーエンドだって？　それって、おかしくねぇ？」

「なんで？」

「ふたりとも、死んだんだぜ？　確かにふたりは、笑ってたし、それでよかったかもしれねぇよ？　でも残された人間だって、残されちまった人間だっていんだぞ」

　彼は、怒りがこみ上げ、同時に哀かなしさを思い出していた。

「残される人間の気持ちはどうなんだ。そいつらがよくたって、そっちはよくねぇだろ。めちゃくちゃ──バッドエンドじゃねぇか」

　未み亜あは、何も言わない。伏し目がちに濡ぬれた髪を手で何度かなでるような仕し草ぐさをした。

　その姿がやけに切なげに見えて、彼は、やっちまったか。と少し反省して、急におどけたような口く調ちようになった。

「ま、まあっ、これは俺おれが不幸の星のもとに生まれて、数々の不幸伝説を残したからだけどな！　こうな、回転寿ず司しで百円の皿かと思って喰くったエビが、一貫三百円のエビだったとかさ。あー、へこんだ、あれはへこんだ……。まあ、こんな感じに……マイナスにしか見れないてゆうか、なんてゆうか。へそがまがってんだよ」

　へそがまがってる。

　ってどんなフォローの仕方だよ、俺おれ……。

　エイトは自分で言って、ワケの判わからなさに落ち込むが、「プッ」と未み亜あは小さく吹ふき出して笑った。笑ってくれた。

　彼も、「あはははっ」と引きつった笑いを浮かべながらも、ほっとしていた。

　なんだか、彼女が泣いてしまいそうな気がしたんだ。

　けど、泣かれたってどうしようもない。未亜の年ねん齢れいは聞いてないが、エイトとは十歳近く差があるだろう。そんな子の気持ちや感覚を理解しろと言われてもかなり無理があった。泣かれたら、どうしようもない。

　女子高生のあやし方なんて知らねっつの。

　ひとしきり笑ったあとで、彼女は、

「そうかもね」

　とポツリ、つぶやいた。

　それがエイトが不幸の星のもとに生まれたというのを肯定する意味なのか、ハッピーエンドじゃなかったというのを肯定する意味だったのか、彼にはどちらにもとれた。




　明日あしたは（もう今日きようだったが）、朝早く出発することになった。なるべく目立たないようにするためだ。未亜が言い出したことだけれど、なんだかいよいよ本格的に逃亡者じみてきた。

　彼女は、廻まわるベッドへ。

　彼は、もちろん、ソファへ。

　布団に入っても、未亜はしばらくベッドを廻したり、怪あやしげな照明をいじったりして、きゃっきゃと騒さわいでいたが、やがて静かになった。

　眠りにつく。

　彼女はポツリと、言ったのをなんとなく覚えている。

「……死しに神がみ……くるかな……。くるといいなー……」

　こないよ。そんなモノ。




　ほとんど眠れず、彼はソファの上で膝ひざと銃を抱えたまま朝を迎えた。




　　　　♪




　早朝。車は走り出した。最初は戸と惑まどうだけの左ハンドルももうすっかりなれていた。

　ふたりは、さらに北に向かって進む。

　ひたすら北へ進む。ずっと海の傍そばを走る。

　彼女が、そうしてほしいと言うからだ。

　見えるのは海ばかりでも、景色は変わらないようで少しずつ変わっていった。

　雪があちらこちらに見えるようになってきた。ずいぶん、北上してきたみたいだ。

　途と中ちゆう、未み亜あがヒマだから音楽でも聴きこうと言い出した。エイトの了解を得る前に彼女は、てきぱきと持っていたポータブルＨＤＤハードデイスクプレイヤーとカーステレオをつなぐ。

　すぐに再生がはじまり、スピーカーからメロディが流れ出す。

　ふーん──

　彼は思わず、にやりとしてしまった。なかなかの選せん曲きよくだった。女子高生がこんな歌を聴いているなんて。未亜だったら、ヒップなホップとか聴いてそうとか思ってた。

　ああ、そうだ。

　これは、あの映画に使われていた曲だ。

　クソダサイあの映画のＢＧＭ。でも、あの映画が印象的なのはこの曲のせいでもある。

　エイトは、バンドではパンクなことをやってるが、パンクばかり聴いてきたワケじゃない。いろんなジャンルに手を出してきた。ただもう音楽が好き。

　この曲は、映画と同様二十年も前の曲で、ひとりの若いギタリストがバンドで売れる前に発表したソロアルバムの中の一曲。この曲もそうだが、アルバム全体を通して、彼自身のギターとヴォーカル、ピアノ、それに時折入るサックスだけというシンプルなモノ。まるで日常をワンシーンワンシーンで刻むように淡々と、でも、雄弁に音楽は流れていく。

　すぅっと、胸に入り込んで、溶けていく。




『ある朝　僕は立ってた。

　向こうの海に立ってた。

　君といる夢を見たんだけれど、

　あまりよく覚えていない。

　波の音は、君によく似ていて

　懐なつかしい気持ちになる。

　風に吹ふかれて、歌を思い出した。

　この海と同じさえない歌。

　僕が作った　君への贈おくり物。

　最初で最後の贈り物。』




　ステレオから流れてくる音楽に耳を傾けながら、しかし彼は思っていた。

　女子高生が好んで聴きく音楽にしては、そうとうシブい。ポータブルプレイヤーに音楽を入れて持ち運ぶということは、その音楽を聴きたいという気持ちがあるから。そして、ひとり、そっとイヤフォンから流れてくる音楽を聴きながら彼女は何を見ていたのだろうか。

　一見すると、もろにイマドキのビジュアルなのに、古い映画を知っていたり、似合わない音楽を好きだったり未み亜あはよく判わからない。

　ま、「殺してくれ」とか言う時点ですでに、理解の臨りん界かい点てんを軽く突破されてんだけど。




　それから、二度ほど未亜がキレ、二度ほどトイレ休きゆう憩けいがあった。

　そのうち、また夜がきた。

　こんなことで冬の暮れる陽ひの早さを実感する。

　ずっと冬と一いつ緒しよだったのに、はじめて冬に触れているような気がした。




　今日きようも、ラブホテルに宿泊することになった。

　未亜はやっぱり、部屋に入るなりバスルームに向かった。そしてイモジャー（ダサイ学校指定の体操着）で出てくると、エイトにシャワーに入らないのかと訊たずねてきた。

「いや……いい」

　エイトは、普通にそう答えたが、未亜は露ろ骨こつに顔を曇くもらせた。

「臭くさくねぇ？　てか、アタシくっさいのに殺されるのヤなんだけど？」

　彼は、苛いら立だった。別に、臭いと罵ば声せいを浴びせられたからじゃない。

「うっせーよ。判ったよ。浴びてくりゃいーんだろ。水でも血しぶきでも浴びてやるよ」

　一気にまくし立てて、エイトは立ち上がる。

「なに怒ってんの」

「怒ってねえよ」

「怒ってんじゃん」

「うっせーっつってんだろ」

　それ以上の会話を拒こばむようにして、彼はバスルームに向かう。

「………………………」

　未亜も彼の背中に何も言おうとはしなかった。




　エイトがバスルームから出てくると、

「うおっ!?」

　と頭の悪い悲鳴のような声を上げてしまった。

　いきなり部屋が真っ暗になっていたからだ。正せい確かくに言うと、照明が消され、小さく音を発するテレビの明かりだけが、ぼんやりと部屋を浮かび上がらせていた。

　監かん禁きんされていたときのことを思い出して、締しめ上げられた手足の痛みがよみがえった気がした。けれどそれも闇やみに目がなれると同じように、すぐに感じなくなった。

　未み亜あはベッドの上で横になっていた。眠っているのか起きているのか、彼には判断できなかった。

　彼女は、膝ひざを抱えるようにうずくまり、ＨＤＤハードデイスクプレイヤーから伸びたイヤフォンがその耳に届いている。

　テレビに映るよく判わからない深夜のローカル番組は、お色いろ気けコーナーに突入し、見たこともない若手芸人が異常な盛り上がりを見せる。

　つまんねぇの。

　ゴォーッ。とエアコンから吐き出される熱ねつ風ぷうの音が徐々に彼に迫り来るようで妙な圧迫感を受けた。備え付けの冷れい蔵ぞう庫こに入っていたビールを手に、今日きようもソファに腰かける。

　ビールが不ま味ずい。

　こんな味だっけ？

　喉のどが苦しい。

　息ができなくなってんのか。

　まさか。

　俺おれ、なにしてんだっけ？

　なにをすればいいんだっけ？

　ああ、ビールがひどく不味い。

　こんなに苦にがかったっけ？

　はじめから、こんな風ふうだったっけ？

　今まで、こんなもんを飲んでたのか。

　二本目のビールに手が伸びる。

　やっぱり不味い。

　三本目も、四本目も、感じることは同じだった。

　あー、マズイなぁ。

　なんで、こんなもん飲んでんだ。

　ぜんぜん酔わない。

　飲んでも飲んでも、逆に意い識しきが研とがれるように冴さえてくる。

　明日あしたはどうなるんだろう。

　何ど処こまで行くんだろう。

　北に、なにがあるっていうんだ。

　行けば、なんか待ってんのか。

　待ってねーだろ……。

　たかが、映画の話だ。青いってだけの。

　ザーッとテレビが耳みみ障ざわりな音を発していた。放送が終了して画面が乱れている。ただそれをじーっと見つめていた。このまま見ていれば、何かがはじまるような気がした。臨りん時じニュースで、「これは冗じよう談だんです。早くうちに帰りましょう」とか七三分けのアナウンサーが真剣な顔で言うかもしれない。

　ザーッ。

　そういえば、中学生のころ。体育の教師が保ほ健けんの授業中、何がきっかけだったかは思い出せないが、突然ヘンな話をはじめた。

「おまえら知ってるか。夜中にテレビ見てると、全部番組が終わって、ザーッて砂嵐みたくなんだろ。でもな、あれをずっと見てると、すっげーエロイ番組がはじまんだぞ」

　そんなことをすごく真ま面じ目めな顔で言った。もちろん、みんな大だい爆ばく笑しようした。彼も笑った。んなワケねぇだろと。でも、もしかすると、本当かもと思った。確たしかめることなんてしないけど。

　だって、眠いだろ。

　次の日。──あいつが学校を遅刻した。彼と同じくらい頭も悪くて、喧けん嘩かっ早ぱやかったヤツだったけれど、何な故ぜか、学校は無遅刻無欠席。そんなあいつがものすごい遅刻をしてきた。理由は、ただの寝坊だった。あいつは、彼だけにそっと耳打ちした。

「昨日きのうさ、ずっとテレビ見てたんだよ。砂嵐になっても、ずっと見てたんだよ。そしたら──」

　そしたら？

「なんもなかった。マジ騙だまされた。あのクソ野郎」

　あいつは、そんなことを真顔で言った。

　クラス中の男が、噓うそだと思いつつ、確かめることもしなかったのに。あいつはある意味──勇者で、本当の、バカ野郎だった。

　バカがいました。

　ここにいました。

　真まっ直すぐで熱あつくて、彼のはじめての、ただひとりの親友だった。

　いなくなったけど。

　俺おれを置いて。

　何処いったんだろ。元気でやってんのか……。

　ザーッ。

　窓の外。雨がぱらついてきたと思ったら、すぐに雪に変わった。

　ザーッ。

　どうりで、冷えるはずだ。

　この身み震ぶるいもそのせいだ。

　震える手もそのせいだ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ。

　ゴォーッ。

　ザーッ────

　ゴォーッ────







　カチャッ────







　彼は、銃を構かまえる。

　目を閉じ、ベッドの上。

　彼女の頭部に、ピストルの銃口を向けた。

　引き金に指はかかってない。

　手が震ふるえた。

　寒さのせいじゃない。ビビってんだ。

　こいつを撃うてば終わるじゃねえか。

　終わるだろ。

　もう限界だ。こんなワケ判わかんねぇこと続けられんねって。

　だいたい、死にたい。って言ってるんだぞ。殺せばいいだろ。

　死にたい。ってヤツを殺して、何が悪い。誰だれが悪い。

　なに、ビビってんだ。殺やればいいじゃん。

　簡かん単たんだ。

　引き金を引けばいい。

　簡単だろ？

　なに、ビビってんだ。

　何を怖がっているんだ。

　何が知りたい。

　知りたいなら、確たしかめればいい。

　なんでそれができない。

　何を怖がっているんだ。

　何に対して、怖がっている？

　殺すことか。

　逃げることか。

　死ぬことか。

　居なくなることか。

　彼女を──か？

　だったら、簡かん単たんだろう？

「そんなもんじゃねえだろ」

　無む意い識しきだった。彼は、吐き捨てるようにそう言った。

　すると──

「なんで？　殺してくれるんじゃなかったの？」

　心しん臓ぞうを手づかみで握られたように、呼吸が苦しくなった。

　未み亜あが、目を開あけてこちらを見ている。ベッドの傍かたわらに立つエイトを見上げていた。

「なんで、殺してくれないの？」

「うっせーよ」

「殺してよ」

「黙だまれ」

「殺して」

「てめぇ、ホントに殺やんぞ!?」

「うん。いいよ」

「おまえッ!?」

「ほら、早く……殺して」

「うっせぇぇぇぇぇッッ!!」

　言い放ち髪をかきむしった。手足が震ふるえてる。

「こえーんだよ！　こえーだろ、普通！　ワケの判わからない女に殺してくれって言われて、こんなトコまできて、つーか、ここ何ど処こだよ！　俺おれはなにしてんだよ！　なんでおまえと一いつ緒しよにいんだよ。なにがどうなってんだ。ワケ判んねぇよ！」

「だから、怖いの？」

「ああ、そうだよ！　怖くて悪いか!?　こえーよ、こえーよ！　おまえのことも、ホントはすっげー、こえーんだよ。ビビってんだよ！」

「だから、殺してくれようとしてたの？」

「できるか、んなこと。死ぬなら勝手に死ねよ。自分で、死んでくれ」

　本当にワケが判わからない。

　なんでだろうか。涙が出てきた。泣きたいワケじゃないのに。涙が溢あふれてきて止まらなかった。とっさに未み亜あから顔を背そむけた。

　こんなに泣いたのは、いつ以来だったろう。

　ああ、そうだ。あのときだ──

「ごめんね」

　彼女は言った。やさしく、さみしそうに言った。それから、背を向けた彼にそっと腕を廻まわす。抱き付くというよりは、子供をあやす母親のように抱きしめた。

「アタシも怖いの。自分で死ねないの。だって、怖いから。だから、誰だれかに殺されたいの」

「そんなもん、ただのわがままだろ」

「判ってる。判ってるけど……」

「自分で死ぬ勇気がないだけだろ!?　それなのに他ひ人とに殺されたいなんてムシのいい話すんなよ。そんなヤツが死にたいなんて思うだけで、最悪なんだよ！」

「でも……アタシじゃない誰かじゃないと、この願ねがいは叶かなえられないから」

「だったら、俺おれじゃなくてもいいじゃんよ」

「かもね……。ごめん」

「かもじゃなくて、そうだろ！」

　たまたま、そこにいたのが彼で、たまたま、頭が悪そうな顔をして、たまたま、自分の関かん係けい者しやが連れてきたヤツで、たまたま、窮きゆう地ちに追い込まれていて、たまたま、助けてあげるなんて条件を出して、たまたま、彼はそれに応じただけ。

　全部、偶然──

「……ごめん」

「謝あやまってんじゃねーよッ」

「ごめん」

　だけど、彼女は彼に廻した腕を離はなそうとはせず、いっそう強く力を込めた。

「アタシには何もなくて、誰もいなくて。頼れるヤツも、信頼できるモノも何にもない。本当にあたしのために泣いてくれるヤツも。アタシが死んでも、五年後とか十年後とか、きっと誰も思い出しもしない。アタシの周りにいるのは、そんなヤツらばっか」

「泣いてほしいのか、自分のために」

「ううん。そうじゃない。そうじゃないけど……、たぶん、寂さびしいだけ。誰かと仲良くなっても、ほら、アタシんち、アレだから……。うちのこと知られるとみんな臆おく病びようにアタシを避さけんの。そりゃ、怖いもんね。それでもアタシに近付いてくるのは、頭の悪いヤツか、それを利用しようとするヤツらばっかり」

「だから、死にたいのか……？」

　エイトが訊きく。

　しかし、未み亜あは微かすかに笑うに首を振ってそれを否定した。

「自分が死ねば、何かが変わるかもしれないでしょ。もしかして、自分も変われるかもしれないじゃん」

　エイトの腕に力がこもる。

「──死んだら終わりだよ。なにもかも、全部、お終しまいだ」

「はじまってもないのに、終わりなんてないでしょ？」

「はじまってるよ。俺おれみたいな人間でも居ていい世界なんだ、ここは。誰だれだって、はじまってんだ」

「アタシは？　アタシも居ていいの？」

「あたりまえだろッ。誰だって居ていい。居場所だってある。何ど処こにだってある。道端に落ちてる石ころにだってある」

「そっか」

　彼女は少しだけ顔を背そむけて、でもすぐに、

「じゃあ──アタシはその石ころでもいいよ。十分だわ」

　言って、彼女は彼から身体からだを離はなした。ぬくもりが遠くへ剝はがされるような感覚だった。

「石ころ、おもろいか？」

　振り返った。彼女は、笑ってた。

「よくね？　一日中ぼーっとしてればいいんだし」

「蹴けられるかもよ。小学生のガキに」

「はははっ。それもオッケー」

　笑った。彼は、はじめて彼女が本気で笑っているのを見た。

　ほら。誰だって、素直に笑えるんだ。最初から、判わかってたんだ。でも、噓うそみたいにしか笑ってなかったから、怖かったんだよ。

「アタシのこと、殺そうとしてくれてサンキュ」

　未亜は、本気で笑っていたと思う。けど、彼は、

「ブッ!?　し、してねぇよ！」

「さっき、拳けん銃じゆう向けてたじゃん、アタシに」

「そ、そ、それはぁ……。真ま似ねだ！　え、映画の真似！」

「なんの映画？」

「……えー、め、メキシコの？」

「『の？』ってなんだよ。のって」

　そう言いながら、彼女は笑っていた。なんだか彼は、心しん底そこほっとしていた。それに、もう「殺してくれ」なんて、言わないんじゃないか。ってそんな気がしていた。勝手に思い込んでいた。

　彼女は、ベッドの上。

　彼は、ソファの上。

　ふたりは膝ひざを抱えながら、話した。たくさん。くだらない話。彼女の学校の話。彼のバンドの話。彼女の子供のころの話。彼の中学校のときの話。

「あした、ヴァレンタインだけど、チョコいる？」

「……いらねぇ」

「今、間まがあった。ほしいんでしょ？」

「いらねっ！」

「素直にほしいって言えばいいのに」

「黙だまれ、寝ろ！」

　気付いたら、自分が眠ってた。

　そしたら、朝だった。




「──真っ白い死神…………きてくれる……？」

　未み亜あが、居なくなっていた。




　　　　♪




　彼は、ホテルを飛び出していた。




　子供のころに飼っていた犬。名前は『ハチ』。彼が生まれる前からそこにいた。両親を早くに亡なくしてしまった彼は、親しん戚せきのおじさんおばさんの家で暮らしていた。ハチはその家うちの一員だった。彼は、頭が悪くて喧けん嘩かっ早ぱやくて要領も悪かったため、新しい土地での暮らしにもなかなかなれず、友達もほとんどいなかった。そんなとき、とても大きな心の支えになっていたのは、ハチだ。ハチは、よぼよぼのじーさんだったけれど、彼の友人というよりも、兄弟のような存在で、よく彼になついていた。犬などの動物は人間よりも特別な感覚が働くというが、ハチはきっと彼の寂さびしい心や穴の開あいた部分を感じ取っていたんだろう。彼にとって、ハチだけが唯ゆい一いつの救いだった。

　でも、いなくなった。

　あんなに可愛かわいがっていて、なついてくれていて、大好きだったのに、ある日、突然いなくなった。捜して、捜して、捜さがし廻まわったけれど、結局、ハチは見付からなかった。親戚のおじさんは、こんなことを言って彼を慰なぐさめた。

「もうずいぶん年老おいていたからなぁ。でも、おまえがきてから急に元気になったんだよ、あれでも。散歩に行きたいっていわなくなっていたのに、おまえとは散歩に行っていた。あいつはおまえのことが好きだったんだよ。だから、たぶん……おまえに死ぬところを見られたくなかったんじゃないかな」

　なんだよ。じゃあ、そう言ってくれよ。

　ハチが話せないことを知っている。でも、想おもいは通じていたと信じてた。

　──そんなことを思い出していた。

　未み亜あが、ハチとは違うことなんて、当然だし判わかりきっている。彼女と逢あったのは、数日前で、そんなに仲良くもないし、好きとか嫌いとかそんな関係でもない。なのに、なんだろう。この焦しよう燥そう感かんは、孤独感は。

　ホテルには、未亜の持っていた私物が全部置いてあった。でも、彼女はいない。ようやく外が白しらんできたこんな早朝に、彼女は何ど処こに行ったのだろう。




　──銃を持って。




　なくなっていたのは、エイトが肌身離はなさず持っていたはずの拳けん銃じゆうだけだった。

　そんなモノ持って、何処に行ったというんだ。

　ハチみたいにいなくなるのか。

　というより、なんで俺おれは、あいつのことを心配してるんだ。

　俺は、誘ゆう拐かい犯はんなのに。

　走る。自分の足で走る。

　路地や、コンビニや、壊こわれかかったバスの待合所。彼女を捜す。

　波の音。海が見える。

　必死に走って。

　朝あさ陽ひが昇り出すころ、彼は、未亜を見付けた。

　波なみ打うち際ぎわ、裸足はだしで彼女は立ってた。身を裂くような冷たさの中。

　あんなに走って、あんなに捜したのに、彼女はホテルからすぐ傍そばの海岸にいた。

　砂浜の、波が届かないところまで彼はやってきた。

　あんなに走って、あんなに捜し廻ったのに、彼はそれ以上彼女の近くに行けなかった。

　薄うすい霧きりがかかる海辺。朝陽が滑すべるように降りてきて、彼女を照らしている。それがとても綺き麗れいで、はかなくて、今にも消えてしまいそうで。振り返って、彼に向く彼女に、何も言葉が出てこなかった。

　それでも、彼女は笑っていた。冷たい波に素す足あしをさらしながら。

　未亜は、「あ、そうだ」と思い出したようにポケットの中を探り、四角いそれを波打ち際までやってきた彼に放ほうった。

「ハッピー、ヴァレンタイン。ってか」

　彼女は、小さく微ほほ笑えんだ。

「そこのコンビニで買った安物だけどさ。まあ、一応、義理ってことで」

「サンキュー……」

　義理か。どんな、義理だよ。

　そんな彼の考えが伝わったのかは判わからないが、彼女は言った。

「あのさ。アタシがもし、道端の石ころだったら拾ってくれる？　アタシの居場所になってくれる？」

　オレなんかでなれんなら。石ころでもなんでも、居場所なんていくらでもある。

　そう言いたかったのに。

「……わかんね」

　それだけだった。

　彼女は、笑ってた。

「そっか。キミになら………………って、思ったんだけどね」

「え────っ？」

　波音にかき消されて、未み亜あがなんと言ったのかちゃんと聞き取れなかった。
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　彼女は、笑ってた。

　そして、最後にこう言った。




「ありがと。バイバイ」







　パンッ。







　ひどく乾いた音。石ころがはじけるときに発するとしたらこんな悲鳴だろう。

　赫あかい血。綺き麗れいに笑った彼女は、死んだ。

　自分で、頭を銃で撃うち抜いた。

　あの映画の最後、ドライヴの果て。ふたりは死んだ。笑って死んだ。

　未み亜あも笑ってた。彼女は、「あのふたりはしあわせそう」だと言ってた。

　笑ってたから？　幸せか？

　じゃあ、おまえは幸せだったのか？

　なんで、なんにも言ってくれなかったんだ。

　なんで、俺おれなんだ。

　目の前で、死ぬなよ。

　あの映画の青あお色いろみたいに、おまえの血の赫が目に焼き付いて離はなれねえよ。

　ハチもあいつも、未亜も、みんな、勝手だ。




　彼女の笑え顔がおといっしょに、頭の中から、離れない。




　白い死神は、彼女を迎えにきてくれたんだろうか。




　　　　♪




『女子高生誘ゆう拐かい殺人事件』

　平へい和わ呆ぼけする余裕もなくなった世の中を、当たり前のようにそんなニュースが駆かけめぐる。

　犯人は、二十五歳さいの男。女子高生を誘拐後、強ごう奪だつした車で連つれ廻まわしたあげく、銃器で殺害。今のところ動どう機きは不明。身みの代しろ金きん目的の犯行、もしくは、男女関係のもつれが原因として警けい察さつは調ちよう査さ中ちゆう。なお、自供をはじめているため、事件の全容が明らかになるのは時間の問題────

　殺された女子高生の告別式には、百人近くの友人や関係者が集まり、涙で別れを告つげた──

　犯人の卑劣な犯行を断じて許さない──

　犯人が捕まって、数日。すべての罪を認め、自供した犯人の身柄は、今日きよう、検察に移される。







　彼は、警けい察さつに自首した。事件が明らかになる前に。

　誘ゆう拐かい犯はんとして、殺人犯として。未み亜あを殺したのは自分だと。

　そんなことをして何が変わるというワケじゃない。だけど、なんとなく、あのとき、

「キミになら──殺されてもいい。って、思ったんだけどね」

　未亜はそう言ったんじゃないかと思う。

　殺されていいワケねぇ。

　でも、それで何かが変わるかもしれないと彼女は思っていた。

「結局、なにも変わらないさ……」

　死ぬことができなかった少女が、死ねただけだ。何も残らない。それじゃ、石ころにもなれない。だから、言ったんだ。死んだら終わりなんだって。

　くそっ。なんで、笑ってたんだ。あいつ。

　彼は、検察へ身柄を移送されるその車中でそんなことをつぶやいていた。誰だれにも聞こえないような声で。手には手て錠じよう。冷たい感触。それでも監かん禁きんされたときに縛しばられて感覚を失ったときよりずいぶんマシだった。生きた心ここ地ちがした。

　空には、マスコミのヘリが飛とび交かっていて、彼の乗る護ご送そう車しやを追おい廻まわしている。

　そんなのもまるで他ひ人と事ごとのように感じた。

　人知れず起こった誘拐殺人事件。被害者は、有名私立女子校に通う、まだ十六歳の美少女。しかも暴力団幹部の娘。それだけ揃そろえば十分だ。マスコミが騒さわぎ立てる理由には、十分すぎた。

　すでに検察の前には、数百という報道陣や野や次じ馬うまでごった返していた。誰がマスコミで、誰が一般人で、そんな区別さえもつかない。厳げん重じゆうな警備。そんな中、犯人を乗せた車が到着した。両腕を捜査員にかかえられ、車から出る。押し寄せるひとの波。うねりとなって、彼を襲おそう。




　ズッ────




　突然、歩いていた犯人の身体からだが沈んだ。報道するカメラの映像から、その姿が一いつ瞬しゆんだけ消える。

　しかし次の瞬間、カメラは、地べたにうずくまる犯人の姿をとらえる。そして男から流れるおびただしい量の赫あかい血を。

　彼は──殺された。

　暴力団関係者が周囲の雑ざつ踏とうに紛まぎれて近付き、彼の腹部に刃物を突き立てた。彼はその場に崩くずれ落ち、病院に運び込まれた。

　が、間に合わなかった。

　駆けつけていたマスコミや野や次じ馬うまのせいで緊きん急きゆう車両が入ることができず、病院への搬はん送そうが遅れたのが致命傷につながってしまった。

　病院に到着後、治ち療りようの甲か斐いなく彼は息を引き取った。

　死因は、出血多量。







　彼は、息を引き取る間ま際ぎわ、群がるマスコミ、警けい察さつ、野次馬、その中に、真っ白な、透すき通るように白い少女を見ていた。




　知ってる？　知るワケないか。──白い死神のこと。




　今、知った。

　おかげさまで。

　ちくしょー、

　痛ぇ……。




　あー、もう、ツイてねぇなー。







　真っ白い死神が、舞まい踊ってた。








END OF THE WORLD GIRLY SENTIMENTALISM(NORTH MARINE DRIVE) -fin.
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　　　　♪




　灰色の街の古い洋館。

　その奥の奥。扉とびら。手を触れると、言いようのない恐怖心が足もとから身体からだを這はい上がってくるような気がした。

　モモは、恐怖心を押し殺すように、ゆっくりと目を閉じる。扉のノブを握る手がどうしようもなく震ふるえる。この灰色の世界に入り込んだときからずっとあった恐怖は、何かを知ろうとするときにつきまとう感情。答えを知る喜びと、答えを知ってしまう怖さ。知ることで、自分はどうなるのか。

　ノブに触れたまま、固まってしまったモモを、彼女の腕の中のダニエルは不安そうに見上げる。モモの中の恐怖心が身体中を襲おそう。すべてを支配されそうになったそのときだった。




　──永と久わの花よ、来たれ。




　はっきりと聞こえた音。それは声となり、モモの中で鳴った。この向こう。扉の向こう側。

　モモは、扉を開いた。

　それまでの灰色とはまったく異なる別世界がそこにあった。いろとりどりの部屋模様。花が飾られ、開あけられた窓からは、カーテンが微かすかに揺ゆれる。モモとダニエルはその向こう側に人ひと影かげを見付けた。いつもモモと一いつ緒しよにいるダニエルも、そして、モモ自身も驚おどろきを隠かくせなかった。カーテンの奥、椅い子すに腰かけている人物の姿は、まるで────モモのよう。服も髪も透すき通りそうなほど真っ白な少女だった。

「──ようこそ、失われたセカイへ」

　その少女は言った。だが、その声に、そして、はっきりと少女の姿を目にして、モモとダニエルはまたも驚きよう愕がくした。少女だと思っていた人物は、少女ではなく、まるで老婆のような姿をしていた。しかし正せい確かくには老婆と言うより、少女がそのままの姿で老おいたよう。

「……あなたは……」

　ワケが判わからず混乱からか硬直してしまっているダニエルをしっかりと抱きながらモモは、一歩前へその人物に近付く。

「私は……枯かれ逝ゆく花……」

　消え入りそうなかすれ声で、彼女は言う。ただその声は、ずっとモモに聞こえたあの音と同じモノだということははっきりと判った。しかしそれ以外は判らないことばかりだ。何が虚無で何が現実なのか、この世界に入り込んだときからそうだが、何ど処こか曖あい昧まいになってきている。

　目の前にいる彼女が何者なのか。虚無か現実か、幻まぼろしがここに在るのか。判断するための基準も材料も、モモにはない。ここで確たしかなのは、抱きしめた黒猫の感触だけ。

「ようやく、逢あえました。白き花よ……」

　彼女は言葉を続ける。その目は虚うつろで、無むを通してモモを見ている。おそらく、彼女の目は見えていないのだろう。それが判わかるとモモは、さらに一歩前へ出た。

「ありがとう。きてくれて。もっとも、私がここにお呼びしたのですが……」

「やっぱり。あなたが、あたしを。でも……どうして……」

　彼女は、自分を前から知っていたように話をしている。だが、自分は彼女を知らない。自分と同じような姿をしている彼女はいったい何なのか。自分に何かしら関かん係けいがあるのか。少なくとも──あるからこそ、彼女はここに呼んだはずだ。

「あなたと話をしたいと思いました……私が消える、その前に」

「どうゆうこと……？」

　モモは、彼女に近付く。不安や恐怖はどうしても消えない。でもこの不安も恐怖も、彼女に対するモノではないことははっきりしてきた。これはモモの中に最初から存在していたモノだ。モモがモモとして目覚めてからずっと。赫あかい靴くつ。白い姿。自分。すべてをつなぐモノ。それが少しずつ明らかになろうとしていた。

　──彼女がその鍵かぎとなる。

　あたしは、知ろうとしている。

　知りたかったこと。自分というモノ。

　でも、それは本当に知るべきことなの？

　あたしは、それを知っていいの？

　それを知ってどうしようというの？

「恐れているのですね？」

「えっ？」

　彼女は、ゆっくりと手を差し出し、モモへと伸ばしてきた。細くて枯れた草木のような指先。モモは、躊ちゆう躇ちよしながらも彼女のすぐ傍そばまで歩み寄った。

「モモっ!?」

　とダニエルが小声で驚おどろく。もうちょっと用心した方がいいとか伝えようとしたが、モモは、大丈夫だと行動で示した。大丈夫なんて確かく証しようがあるワケじゃない。けど、そう思えた。

　彼女の座る椅い子すの前にゆっくりと屈かがむと、その手に触れた。

　何の感触も、なかった。そこには何もないように。空気にでも触れているように。

「判るのです。私にもあなたの恐怖や不安や……。〝死神〟にはないはずの感情をあなたは持っていること。〝光〟を受ける者──花の器フラワーチヤイルド。あなたは、そうなのです。あなたの存在は、光を受けるためにある……。かつて、私がそうだったように」

「────ッ！」

　モモに抱かれたダニエルにも、モモの不安や恐怖が身体からだを駆かけめぐっていくのが判わかった。なのに、小さく震ふるえるモモの身体をどうしてあげることもできなかった。ダニエル自身も恐怖で動けなくなっていたからだ。

「私はその昔、あなたと同じように、〝光〟を受けるために存在していました。しかし、私は光の強さに耐えきれず飲み込まれてしまったのです。そして、消えるはずでした。消えてなくなってしまうはずだったのです。でも、私は怖くなり、逃げました。あの──光から。あなたも知っているはずです。その存在を」

　その手に触れているせいか、もっと別の理由があるのか、彼女はモモの感情を読み取るようにして、話す。そこに会話はなくとも会話がなりたっている。

「溢あふれるような光をまとう存在……唯ゆい一いつの者……。すべての命を統すべるほどの力を与えられた存在。そう……、あなたたちが──『ＵアＮン』と呼ぶ存在のことです」

　ダニエルは驚きよう愕がくを超えて、むしろ思考がクリアになっていくような感覚を自分の中に受け取った。ダニエルの中にあった疑問、謎なぞというべき点が線せんで結ばれるようだった。彼女の続ける言葉のひとつひとつに虚無の中の真実を見付ける。

　アン。その名、その力、嫌いやと言うほど思い知らされている。アンは、異常なほどモモに対して敵意を持っていた。そして、モモを苦しめ嘲あざけるように笑った。これは感情のないはずの死神には特異なこと。感情を持つモモと瓜うり二つと言っていいほど似ている。このことに関かん係けいがないとは思えないが、しかし、関係があると思いたくないほど、モモとアンは違う。モモが春のあたたかさだとしたら、アンは、すべてを凍こおらせるような冬の冷たさだ。

「アンはすべての死神を統べる存在であり、命の均きん衡こうを与える者として創つくられました。……はい。創られたのです。我々には見えざる力。届かぬ存在によって。魂の調ちよう和わ。それが世界に必要でした。地上の溢れすぎた魂の飽ほう和わ、その限界。調和をもたらすため魂を狩る存在の死神。その頂点にあるのがアン。──けれども、その力は強大すぎたのです。調和をもたらすはずの力は、逆に世界の魂に大きな変動を与えかねなかったのです。だから、必要だった。その光を映す影かげが。強すぎる〝光〟を受ける器うつわが。そして、私たちが創られました」

「私たち？」

　ようやくモモは自分の中の疑問を声にすることができるようになってきた。モモもダニエルと同じく、ばらばらだった点を線で結ぼうとしていた。自分の手で。

「そうです。私はひとりではありませんでした。〝光〟を受け止めるために用意された魂は複ふく数すうあったのです。私のように何ど処こへもゆけず、消えることもできなかった魂。何らかの要因で、魂の調和から外れてしまった命です。それらは、まるで実じつ験けん材料のように扱われ、否いや応おうなく〝光〟の〝影〟とされました。そして、光の強さに耐えきれず飲み込まれた」

「でも、あなたは……」

「私は、枯れる前に逃げてしまったのです。それから、この灰色のセカイを創りました。このセカイは本当は何ど処こにも存在しない場所。魂の調ちよう和わから外れてしまった魂が逃げ込む場所」

　死神が何な故ぜ人間の魂を狩り、天上へと運ぶのか。それは魂の数は最初から決まっていて、ずっと生と死を繰くり返しているからだ。だが今、地上には魂が溢あふれかえり、その飽和状じよう態たいは限界を迎えている。そして、飽和から溢れた魂は、生きるでもない死ぬでもない、半はん端ぱな状態に置かれていた。生きることも、死ぬことも、生まれ変わることもできない。

「そんなことが……本当に……」

「あるのです。あなたも見たでしょう。ここへやってきたとき、街にいた人々を」

　灰色の街で見た人々。魂だけの存在で、それもひどく稀き薄はくな。どうして魂だけの人間がそこにいるのか、それが今判わかった。あれは行き場を失なくした者たちだったんだ。

「私は、〝光〟から逃のがれることで、知ることができた。自分のことや──あなたのことも」

「あたし…………────？」

　ダニエルは、その大きな目をさらに大きく見開く。じっとモモを見つめる。なんだかモモが消えてしまいそうな気がしたから。モモが何処かに行ってしまうようなそんな気がした。ここにいるのに……。怖かった。

　真っ黒いアンが、光で。真っ白いモモが、影かげ……。そして、創られたということ。おかしなことに思える一方で、矛む盾じゆんを感じない不ふ思し議ぎな感覚。

「私は、強すぎる〝光〟を映す〝影〟。光だけでは世界は飲み込まれてしまう。だから、影が必要でした。でも我々は──失敗作だったのです。光にさらされ続けた花が枯れるようなモノ。私は、影として不完全だった」

「それは、何故？」

　言葉をひとつ落とすと、点と線せんがひとつ結ばれる。そうやって、描くモノは……。

「アンも元は魂だった者。死神とはそういうものだと、それはあなたももちろん知っていると思います。光と影。対になるはずのそれらですが、私たちでは光は強すぎ、すぐに枯れてしまった。でも、あなたは──違う。あなたは、アンに等しい存在なのです」

「あたしが……アンに……」

「おそらく、あなたとアンの魂は近いモノなのでしょう。だから、あなたは唯ゆい一いつの存在の影となりえた。永と久わに枯れぬ花……」

　モモは、それ以上何も言わず、訊きこうとしなかった。

　しかしダニエルの中には、ひとつの答えが導みちびかれようとしていた。モモとアンは、同一ではないにしろ、とても近しく〝同等の存在〟だということ。アンが特別な『Ａ』コードを持っているのに対して、モモも同じ『Ａ』コードを持っていたこと。アンのデータも、モモのデータも天上の情報にはなかったこと。すべてある程度うなずける結果。

　──死神として、モモもアンも特異である理由は、これだ。

　そんなふたりに、親友同士のダニエルとニコルが仕えてるのはただの偶然だろうが……。

　ん？

　ニコルが仕えている？

「──ちょ、ちょっと待ってくださいっ！」

　はじめてダニエルが声をあげた。〝彼女〟が話してくれたおかげで、つながったはずの点。だが、その中にどうしてもつながるはずのない点があることにダニエルは気付いた。それはありえない。

「あなたが言うように、仮にモモとアンが同じような存在だとしても、おかしいですよ。死神はその存在が現れたとほぼ同時に、ボクら仕つかえ魔まと行動をともにします。ですが、あなたの話からすると、アンはずいぶん昔から存在していたことになるじゃないですか!?　魂の飽ほう和わがはじまったのは、地上での百年やそこらの話じゃない。け、けど、ニコルがあいつに仕えはじめたのは……そんな昔じゃ…………」

　彼女の話に矛む盾じゆんはないと言っていい。むしろ、自分が考えていた仮定や予想なんかより遙はるかに真実みを帯おびていた。彼女の存在、アンの存在、モモの存在。

　けれど、唯ゆい一いつの矛盾は、時間だ。ダニエルがモモに仕えたのは、ニコルと別れて、すぐ。彼女の話していることがその間に起こっていたことだとは到底思えない。すると、彼女は言った。

「時間は──ないと言っていいでしょう」

「ない……？」

　ダニエルとモモは同時に声をあげる。

「死神、そして、見えざる力。これらは、時ときの概がい念ねんが存在しないところにあります。昨日きのうのあなたがいた場所のあなたと、今日きようあなたがいる場所のあなたは違うかもしれない」

「それって、モモがたくさんいるっていう……？」

「そうではありません。彼女はひとり。アンもひとり。ただそれは、見えざる力のもとでは判わかりません。すべてを生み出したのがその力だとするならば……、私たちが及ぶところではないのかもしれません」

「そんな──ボクらは…………」

　何かが判ると思って、点と点がつながった。しかし線せんが描いたモノが見えかけたそのとき、いきなり、見えなくなった。全部を否定されたようだった。

〝見えざる力〟

　自分たちの及ばないところにある。だったら……。

　しかし、彼女はまだ言葉を持っていた。そしてそれを伝えるために、ここまで存在を保っていたのかもしれない。

「あなたは、特別なのです。永と久わの花よ。あなたの魂は、今もここにあり、おそらく……」

「なに……？」

　モモは、じっと彼女のうつろな目を見つめる。

「これは……ここからの話は私の想像になってしまいます。今まで話したことを知るだけで、私の力は尽きてしまったのです。それにこのセカイを創つくるだけで……。それでも、よいのなら……」

「…………ええ」

　モモは、しっかりとうなずいた。たとえそれが真実と異なるとしてもモモは聞きいておきたいと思った。何な故ぜなら、モモは自分を捜すためにここまできた。自分を見付けるために。けれど、今、それを前にしてひどく困こん惑わくし、恐怖を感じているのも事実。

　それでも──

「あなたに触れ、多少なりと判わかったことがあります。あなたの魂は──生きている」

　そんなバカな。ダニエルは叫びそうになった。が、心の奥では、やはり、と納なつ得とくしている自分も存在していた。いつか、ダニエルはモモの胸の鼓動を聴いたことがあったから……。

　死神は、死んでしまった、それも自ら死を選えらんだ者がその罪を償つぐなうためになる姿。だから、人間の魂を狩り、運ぶという仕事を課かされる。そうしないと、人はもう一度、人になれないから。

　でも、モモの魂は──生きている……。

　それがどういうことなのか、ダニエルにも、モモにもはっきりとは判らないが、

「──死神は生まれ変わるために、人の命を狩る。けれど、あなたは違うのです。何らかの原因や理由があるにせよ……。あなたは、死神である必要はないのです」

　彼女は言った。

　ダニエルは、ワケも判らず泣き出しそうだった。抱えられた腕の中、モモの顔を見ることもできず、ただ空中を瞳ひとみは彷徨さまよう。

　モモは、自分を見付けたいから、捜したいから、人の命を運んできた。悲しくても、泣いてしまっても、傷付いても、傷付けても、がんばってここまできたのに。




　──死神である必要はない。




　じゃあ、なんなんだ。モモはなんのために今までやってきたんだ。あの涙も笑え顔がおも全部、無意味だったっていうんだろうか。ボクとの日々も……。

　モモは、今、どんな顔をしているの？

　泣いてる？

　笑ってる？

　見れないよ。ボク、見れないよ。







　だって、モモは──いなくなってしまうかもしれない。

　モモは、どう考えていたんだろう。

　何がしたいんだろう。

　笑いながら泣いて、泣きながら笑った。

　生きることを人に問い。

　死を前にした人に問う。

　時に人を助け、時に言葉を伝える。

　時に、ただ、見守り、見届けるだけ。

　いっしょに、泣いて、笑って、傷付いた。

　そんなことを繰くり返してきた、モモ。

　いつか、いつも、いつだって。

　何がしたいのか、何がそうさせるのか。

　何の疑問も持たないのだろうか。

　そう思ったこともあった。

　こんな灰色のセカイで、見付けてしまった答えをどうすればいい？

　拾ってしまったのは、真実。

　だけど、どうしようもなくて。

「──あたしはきっと、見付けたいことがあるんだよ」

　少女は言ってた。

　ずっと捜してた〝何か〟を──




　見付けたよ。

　見付かったよ。




　ボクは、どうすればいい？








It's a girl in everlasting scene / momo extra.6 -fin.
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花の環について。

outro: All About My Girl［Downer］






　モモとダニエルは、灰色のセカイを出た。

　そこは、あのセカイに入り込んだときとまったく変わらない。

　そこは空、高く、手が届きそうで届かないところ。吸い込まれそうな蒼あおに目を奪われる。

　鮮あざやかな色の前に、モモとダニエルは一いつ瞬しゆん、目ま蓋ぶたを閉じる。次に目を開あけると、やはり、変わらない世界がそこにはあった。戻ってきたのだと実感した。

　枯れる花。そんな彼女は、別れの間ま際ぎわに言った。

「私はもうじき枯れて果ててしまうでしょう。だけど、このセカイは残ります。そして、このような場所がセカイにはいくつもあることでしょう。私があなたを待っていたように。誰だれかが誰かを待つような。行き場を失なくした者が集まる場所……」

　何な故ぜ、彼女がモモを待っていたのか、モモに逢あいたかったのか。モモにもダニエルにもすべてを知ることはできないだろうが、たぶん、知ってほしかったんじゃないかと思う。

　彼女は、自分という存在に気付いてほしかったんだろう。だから、モモに伝えた。彼女の知るすべてを。モモは、彼女たちの犠ぎ牲せいの上に生まれてきた存在だから。

　──モモは、どうしたいの？

　ダニエルは、そんな簡かん単たんな科白せりふが言えずにいた。

　灰色のセカイを出る前も、出てからも。訊ききたいと思っているのに。それを訊いてしまって、自分はどうするというんだ。モモの答えを聞くのが……怖い。

　ボクは、臆おく病びよう者もので卑怯者だ。

　モモは怖くても、あの扉とびらを開けた。真実への扉を開けた。そして知ったのに。

　ボクは、怖くて、おびえて、何もすることができない。

「……モモは…………」

　止まった。

　やっぱり……怖いよ。

「だいじょうぶだよ、ダニエル」

　やさしい声で、モモは綺き麗れいに笑った。

　いつもは泣き虫のクセに……。今は、ダニエルが泣いてしまいそうなのに。

　少女はいつも、ほしいときに笑え顔がおをくれる。

　あたたかい腕と、やさしい声で包んでくれる。

　でも、自分は何をしてあげられる？

　モモはきっと今、自分自身を見失いそうなくらい困こん惑わくして、何が何なのか判わからなくなってるに違いない。それなのに、「大丈夫」と笑ってくれた。

　ダニエルは、抱きしめてくれたその腕の中、ぎゅっと胸に顔を埋めた。

　このぬくもり忘れたくないんだ。

　このやさしさを失なくしたくない。

　本当は、判ってた。

　モモが、〝何か〟を見付けること。

　いつか、別れがくること。




　モモはきっと、




　──いなくなる。








momo the girl god of death 2nd movement "everlast" -all over.
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らくがき。Afterword of Graffiti in "everlast"









　はじめまして、おひさしぶりです。

　収録作品のひとつ、『はじっこの少女。』は、「電でん撃げきhp SPECIAL 2004 AUTUMN」に掲けい載さいされ、それに加筆修正したモノです。




　というワケでして。




　僕はずっとくやしい思いをしてきました。

　失なくしてしまった〝今〟は、もう何ど処こにもなくて。

　たとえば、あのとき、あの子やあの人やあいつに言えたかもしれない言葉がありました。言ってあげられる言葉、言うべきはずの言葉。僕にしか言えないことば。たくさんあったはずなんです。だけど、言わなかった。言えなかった。バイバイもサンキューも、もう今は言うことができません。あのとき、「またね。」と言えばまた逢あえたかもしれません。でももうきっと無理なんです。あのときの〝今〟はずっと前に通りすぎてしまいました。

　○○していたら、○○していれば……。『たら』『れば』を言っても仕方がないのは判わかっています。だけど、僕の心は弱くて、喪そう失しつ感かんに押しつぶされそうになります。あの日、失くしてしまった〝今〟が何処にも見付からなくて。僕は小さくなって、泣いてしまいそうになります。

　けど、あるとき、こう思いました。

「見付からないなら、捜しに行こう。此こ処こで待っていても、誰だれもこない。何もないのだから。失くしたモノ、捜しに行こう」

　そして僕は歩き出します。失った〝今〟を捜しに。

　──でも、ですね。捜しモノは、案外すぐに見付かってしまったのです（笑）。

　だって、僕はずっと持っていた。〝今〟を。それはずっと傍そばにあって、あのときも、今も、これからも、ずっといっしょにあるんです。〝今〟とは、その一いつ瞬しゆん一いつ瞬しゆん、呼吸の音、生きてくこと。たぶん、そう……。

　話したいことがたくさんあります。話さなきゃならないことがいっぱいあります。伝えたいことがたくさんあります。伝えなきゃならないことがいっぱいあります。いっぱい、たくさん話したら、伝わらないことも伝わるかもしれません。だったら、伝わるまで話したいです。言えなかった言葉。たくさんの想おもい。

　僕には何もありません。誇るべき才能も、特別なモノも何もない。だけど、ただひとつ──、言葉があります。それだけがあると思いたいです。なら、それを贈おくりたいんです。言葉しかないなら、それを精一杯贈りたいです。だから、〝今〟言葉を紡ぎます。

　うまくいかなかったあのときも、こうやってたくさんのひとと繫つながって、向き合って、感情をさらけ出す。そうすることで、絶対に無む駄だなんかじゃなかったと思えます。

　この『しにがみ。』の中の言葉たちが、いつかあなたの言葉になればいいなぁ、と願ねがいます。

　いつかあなたのための言葉になれば、それはとてもしあわせだろうと想像してみます。




　この物語りを、この唯ゆい一いつの今を、




　どうか、おもしろかったら笑ってください。

　どうか、つまらなかったら笑ってやってください。




　そして、

　この本に関する、巡る、

　すべてのみなさまに、こころから感かん謝しやさせてください。




　ありがとう。








二〇〇五年　春の陽ひを浴びながら




ハセガワケイスケ
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──あなたの今が、あなたの愛になりますよう。









ハセガワケイスケ

12月26日福井県にてこぼれ落ちる。

Ｚｚｚｚｚｚｚｚｚ……。

Ｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚ……。

Ｚｚｚｚｚｚｚｚｚ……ん……え？

あーっ！　寝すぎた！　あ、あのっ（終了）
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イラスト／七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先
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電撃文庫編集部
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